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神奈川県から発見されたシロアシクサレダマバチ
Macropis (Macropis) tibialis Yasumatsu & Hirashima, 1956

（膜翅目ケアシハナバチ科）

渡辺恭平

Kyohei Watanabe: Macropis (Macropis) tibialis Yasumatsu & Hirashima, 1956 
(Hymenoptera, Melittidae) new to Kanagawa Prefecture, Japan

緒言

　ハチ目 Hymenopteraの一群であるハナバチの仲間
（bees）は、成虫および幼虫の餌資源として花と強固な
関係を持つ昆虫である。日本産のハナバチ類は 6科約
390種が記録されている（日本昆虫目録編集委員会編 , 
2020）が、その中でも特異的なグループの一つとしてク
サレダマバチ属 Macropisが知られている。多くのハナ
バチ類では幼虫の餌に花粉と花蜜の混合物を与えるが、
本属のハチは花蜜の代わりに植物が分泌する油を使用す
る（Michener, 2007）。メス成虫の各脚のフ節には密生し
た短く密なビロード状の毛があり、この毛により油を集
め、広がった後脚脛節と後脚フ節第 1節にある密生した
羽毛状の刷毛に集めた油を貯めて巣へと運ぶ（Michener, 
2007）。油は花粉と混ぜ合わされて幼虫に与えられる
他、土中に掘られた巣内の育房の内張りにも使用される
（Rozen & Jacobson, 1980; Cane et al., 1983; Celary, 2004）。
本属は世界から 16種が知られ、全ての種がサクラソウ
科 Primulaceaeのオカトラノオ属 Lysimachiaと密接な関
係を持つことが知られている（Rozen & Jacobson, 1980; 
Cane et al., 1983; Michez & Patiny, 2005）。日本産のクサ
レダマバチ属はツヤクサレダマバチ M. (M.) dimidiata 
dimidiata Yasumatsu & Hirashima, 1956とシロアシクサレ
ダマバチ M. (M.) tibialis Yasumatsu & Hirashima, 1956が知
られ、両種ともオカトラノオ属のクサレダマ L. vulgaris
に強く依存した生態を有しており、主に草原や湿原の周
囲で成虫が観察されるが、後者が北海道で比較的良く見
られる他は、一般には稀なグループとして知られている
（片山 , 2005）。
　クサレダマバチ属は神奈川県からは未記録の分類群で
あるが、須田（1980）および高橋（1983）により隣接す
る山梨県と静岡県から記録されていることや、県内にも
クサレダマの分布が確認されている（神奈川県植物誌調
査会編 , 2018）ことから、筆者は草原環境や湿原環境が
比較的残存している箱根町の仙石原周辺において本属の

探索を行った。その結果、本属の生息を認めることがで
きたので、観察データとともに記録を報告する。併せて、
本県におけるクサレダマバチ類の保全上の重要性につい
て論じる。

材料と方法

　本種の探索は箱根町の仙石原湿原と、当地に隣接する
箱根町立箱根湿生花園（以後、湿生花園）で 2024年 7月
5日に実施した。その後、2024年 7月 9日にも湿生花園で
追加の調査を実施した。仙石原湿原では湿原内に設けられ
た調査用の小道を歩きながら花を探し、訪花するハチを
調査した。同様に、湿生花園でも園内散策路を歩いて花
を探し、訪花するハチを調査した。発見したハチは一部
を証拠のために捕獲し、渡辺・長瀬（2022）の方法に準じ
て乾燥標本とした。調査地は自然公園法における特別保
護地区に含まれるため、捕獲および殺傷については環境
省より許可を得て実施した（環関富国許第 2305191）。標
本は全て神奈川県立生命の星・地球博物館昆虫コレクシ
ョン（KPM-NK）に収蔵されている。本稿の図に用いた写
真はデジタルカメラ（図 1と 4のみ Canon 7D Mark2；残
りは Olympus TG-5）で撮影し、Adobe Photoshop CCで画像
調整した。
　クサレダマバチ属の属や種の和名については、先行研
究において複数の和名が用いられているが、幾留（1994）
に準じた。植物の和名と学名は植物和名―学名インデッ
クス YList（米倉・梶田 , online）に準じた。同定は多田内・
村尾編（2014）および渡辺・長瀬（2022）に基づいて筆者
が同定した。

 結果

　仙石原湿原と湿生花園で採集されたクサレダマバチ属
はいずれもシロアシクサレダマバチに同定された（図
1–6）。本種およびクサレダマバチ属は神奈川県初記録
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となる。生息地（図 7–10）において、クサレダマとイ
ヌヌマトラノオ Lysimachia x pilophora（ヌマトラノオ L. 
fortuneiとオカトラノオ L. clethroidesの雑種 *）への訪花
が確認された（図 11–15）。本種が見られた場所は仙石
原湿原では湿地環境に隣接する場所のみであり、湿生花
園では仙石原湿原区と仙石原湿原植生復元区に限られた
（ただし、ヌマガヤ草原区でも本種らしき虫影を 1例だ
け目撃した）。他の場所ではこれら植物が生育している
場所でも訪花が確認できなかった。

標本記録

　KPM-NK 103145–103159, 4♀ 11♂（2♀ 4♂クサレダ
マ訪花 ; 2♀ 7♂イヌヌマトラノオ訪花）, 神奈川県箱根
町仙石原 箱根町立箱根湿生花園および仙石原湿原復元区 , 
5. VII. 2024, 渡辺恭平採集・神奈川県立生命の星・地球博
物館収蔵 ; KPM-NK 103160–103162, 1♀ 2♂（全てクサ
レダマ訪花）, 神奈川県箱根町仙石原 仙石原湿原（防鹿
柵内）, 5. VII. 2024, 渡辺恭平採集・神奈川県立生命の星・
地球博物館収蔵 ; KPM-NK 103163, 1♀（クサレダマ訪花）, 
神奈川県箱根町仙石原 仙石原湿原復元区 , 9. VII. 2024, 渡
辺恭平採集・神奈川県立生命の星・地球博物館収蔵 .

生態観察記録

　7月 5日は晴れで、ほぼ無風、日中の気温は 30℃を超
えるほどの高さであったためか、シロアシクサレダマバ
チは雌雄ともに活発な活動が認められた。オスはクサレ
ダマの周囲を高速で飛翔し、頭部正面を花の方に向けて
花の周囲を旋回する様子が観察できた（図 11, 12）。花
に静止することはあまりなく、花に何も異物がない場合
は数秒ですぐに次の花へと飛び去るが、メスが訪花して
いる場合にはメスにとびかかり、交尾を試みる様子が観
察できた。また、メスがいない場合でも、アカガネコハ
ナバチ Halictus (Seladonia) aerarius Smith, 1873など他の
昆虫が花にいた場合、様子を観察するように通常より若
干時間かけて旋回をした（図 12）。30分程度一つの花を
観察したところ、同一個体と思われるオスが同じ方向か
ら毎回似たような飛行ルートで飛翔してくる様子が伺え
た。メスは花に飛来すると後脚を蹴り上げたような姿勢
（図 13）で止まるほか、脚を動かして花粉や油を集める
行動が観察できた（図 14）。訪花中のメスは警戒心が低
く、数十秒おきに花から花へ飛翔する行動が観察できた。
雌雄とも、午前中は主にクサレダマにのみ訪花するが、
正午ごろより目立ってイヌヌマトラノオへの飛来が目立
ち、メスだけでなくオスもイヌヌマトラノオに訪花する

図1‒6. 神奈川県産シロアシクサレダマバチ（1: KPM-NK 103160; 2, 3: KPM-NK 103152; 4: KPM-NK 103153; 5, 6: KPM-NK 103150; 1‒3: メス ; 
4‒6: オス）― 1, 4: 背面から見た全形 ; 2, 5: 側面から見た全形 ; 3, 6: 前方から見た頭部 .
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図 7‒10. シロアシクサレダマバチの生息環境 ― 7: 仙石原湿原 ; 8: 湿生花園仙石原湿原区 ; 9: 湿生花園仙石原湿原区 (柵の手
前 )および仙石原湿原植生復元区 (柵の奥 ); 10: 湿生花園仙石原湿原区に咲くクサレダマ (黄色の花 ; 図中央の株に見え
る黒い点はシロアシクサレダマバチのメス )とイヌヌマトラノオ (白色の花 ).

図 11‒14. クサレダマに訪花したシロアシクサレダマバチ ― 11, 12: 花の周囲を飛翔しながら旋回するオス ( 図 12の花にはアカ
ガネコハナバチが訪花している); 13: 後脚を上げた状態で花に止まるメス ; 14: 花粉と油を集めていると思われるメス . 矢
印は飛翔中のオスを示す.
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個体が増える様子が観察できた。クサレダマに訪花して
いるメスは後脚に花粉塊をつけている個体が多いが、イ
ヌヌマトラノオに飛来したメスは全ての個体において花
粉塊をつけておらず、オスとともに吸蜜が目的であるこ
とが伺えた。本種の飛来が確認された時間にイヌヌマト
ラノオが花蜜を出していることは、花粉を集める必要が
ないカリバチ類が多数訪花し、口器を花に差し込んでい
た様子が観察されたことからも把握できた。観察地には
ほかにミカン科 Rutaceaeのイヌザンショウ Zanthoxylum 
schinifolium、バラ科 Rosaceaeのシモツケソウ Filipendula 
multijuga、キク科のカセンソウ Inula salicina、アヤメ科
Iridaceaeのノハナショウブ Iris ensataが咲いており、こ
れらにもハチ類の訪花が認められたものの、本種の飛来
は認められなかった。
　7月 9日は曇天で、木々の枝葉が音を立てて揺れるほ
どの強めの風が吹き、気温は 24℃程度と低温であったた
めか、本種の活動はほとんど認められず、メスが 3例ほ
どクサレダマに飛来したほか、クサレダマの花上に静止
する 2個体のメスが観察できたのみであった（図 15）。
これら 2個体は観察中にまったく動かず、飛翔して逃げ
ることもなかった。

考察

花上に静止していた個体について

　7月 9日に観察されたクサレダマ上で静止した個体（図
15）については、伊吹・片山（2016）が報告した越夜習性
する個体の様子と似ていた。栃木県においても、本種は
気温が 25℃を下回り、曇天下で雨が降り出しそうになる
とハチがクサレダマの花穂先端近くに静止した事例が観
察されており、越夜習性そのものはまだ完全に暗くなっ
ていない午後 6時すぎに観察されていることから、花に
静止するという生態は、気温や日照など、活動に適さな
い条件下において普遍的に見られる生態の可能性がある。

本種の生息適地について

　クサレダマバチ属の生息については、クサレダマの存
在が必要不可欠であることは、国内外の先行研究でも
示されている（Rozen & Jacobson, 1980; Cane et al., 1983; 
山田 , 1992; 片山 , 2002; Michez & Patiny, 2005）。一方で、
クサレダマの生育地であってもハチの生息が認められ
ない地点が多いことも報告されており、営巣適地など
他の条件が必要である可能性が示唆されている（片山 , 
2002）。シロアシクサレダマバチの営巣地については、
山田（2000, 2010）による “粘土質の裸地に穴を掘って

図15. 花に静止するシロアシクサレダマバチのメス 2個体 .
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営巣する” という記述と、伊吹・片山（2016）が南部敏
明氏の私信を引用する形で、地中に集団営巣する点に言
及した他に、詳細な観察事例は報告されていない。しか
しながら、営巣適地の存在が重要なことはハナバチ類に
おける一般的傾向として疑いの余地はない。生息地が特
別保護地区の中にあり、立ち入りが困難な箇所も少なく
ないが、今後営巣地の発見が望まれる。
　本種はクサレダマとの関係に注目されがちであるが、
成虫の活動において、エネルギー源となる花蜜の存在が
不可欠である点にも留意すべきである。クサレダマは花
蜜を出さないため、クサレダマバチ類の成虫は別に自身
の活動のために吸蜜ができる餌資源が必要となる（片
山 , 2003; Celary, 2004; Michener, 2007）。今回の観察では、
花蜜の供給源としてイヌヌマトラノオの重要性が示唆さ
れた。本種がイヌヌマトラノオと近縁なヌマトラノオや
オカトラノオに訪花することは先行研究でも示されてお
り（高橋 , 1993; 山田 , 2000; 前田 , 2000; 片山 , 2002；伊吹・
片山 , 2016）、本種の生息においては、クサレダマに加
えて、これら吸蜜ができる訪花植物の存在が重要である
と推察できる。

本種の保全上の重要性と種の存続を脅かすリスク

　神奈川県にシロアシクサレダマバチが分布していたこ
とは、他の都道府県と比べて特に自然環境の劣化が著し
い中で産地が残されていた点もさることながら、本州に
おける本種の局所的な分布を考慮しても注目されるべき
ことで、当地の自然環境の保全において特筆すべき知見
と考える。日本における本種の記録は表 1のように散発
的で、近年の記録は栃木県を除いて少ない上に、神奈川
県よりもはるかに良好な自然環境が存在する栃木県や青
森県といった地域においても、本種がレッドデータブッ
クに掲載されていることも、その希少性を裏付けること
といえる（片山 , 2005; 山内 , 2020）。クサレダマ自体が
湿生草原の減少や環境悪化により各地で減っていること
を考慮すると、特に関東地方以西では生息地の減少や分
断が続いていることが予想される。本報告により本種が
神奈川県から発見されたが、生態の特性や分布の現状を
みると、絶滅危惧 IB相当のランクに含めて保全の対象
種とすることが妥当であると考えられる。
　本種が訪花したクサレダマとヌマトラノオ（イヌヌマ
トラノオの原種）は、いずれも神奈川県レッドデータブ
ック 2022植物編（神奈川県環境農政局緑政部自然環境
保全課・神奈川県立生命の星・地球博物館編 , 2022）で
はいずれも新規にリストアップされる形で絶滅危惧 II類
とされている。いずれも湿生草地に生える植物であるが、
そのような環境は減少しており、県下でまとまった環境
が残されている場所は箱根町仙石原周辺に限られる。ク
サレダマはニホンジカ Cervus nipponによる食害を受け
ることが報告されており（稲富ほか , 2018）、同様にイヌ
ヌマトラノオにごく近縁なオカトラノオにおいてもニホ
ンジカの食害が報告されている（橋本・藤木 , 2014）。実

際に、箱根町元箱根にある両植物の混生地の一つは、ニ
ホンジカによる摂食圧によりわずか数年で消失したとい
う（環境省箱根ビジターセンター職員私信）。また、須
田（1980）がシロアシクサレダマバチを報告した山梨県
鳴沢村紅葉台については、筆者が周辺地域で調査した限
りではニホンジカの食害によりクサレダマを含む低層の
植物の大半が消失しており、本種の生息も確認できなか
った。多くのハナバチの生息にとってニホンジカの食害
が脅威となることは渡辺（2023）で言及したが、本種の
生息にも大きな脅威となる可能性が高い。
　クサレダマの開花期については、湿生花園に設置され
た看板には 7月中旬から 8月上旬となっている。しかし
ながら、今回の観察では 7月の上旬ですでにかなりの花
が開花しており、近年の気候変動のためか開花期が早ま
っている傾向が見て取れた。特定の植物に依存する昆虫
にとって、そのフェノロジーへの適応は死活問題である
が、少なくとも当地においては開花期に対応するように
シロアシクサレダマバチの成虫が出現しており、現時点
では上手く適応ができている印象を受ける。しかしなが
ら、クサレダマの開花期については今後も注視しておく
必要がある。
　クサレダマには、クサレダマバチ属の他にも複数の
コハナバチ科が訪花することが報告されており（高橋 , 
1983; 片山 , 2003）、クサレダマバチ類がいない場所でも
クサレダマが見られることからも、クサレダマの花粉媒
介にクサレダマバチ類の存在が必要不可欠というわけで
はない。一方で、クサレダマバチ属の生存にはクサレダ
マの存在が不可欠である。今回の観察が示唆したように、
吸蜜植物の存在も生息に重要であるとすると、これら複
数の訪花植物が安定して生育できる環境が本種の保全に
必要不可欠であることは疑いの余地がない。現時点でシ
ロアシクサレダマバチの県内唯一の産地である仙石原湿
原は、防鹿柵により植生の保護を行われており、ニホン
ジカの食害による訪花植物の消失リスクは現時点では低
いが、今後も湿生草原の保全とニホンジカの対策を継続
してゆく必要がある。また、県内各地の残存するクサレ
ダマの生育地においても本種の生息調査を行い、生息の
有無について調査をする必要もあろう。

謝辞

　神奈川県自然環境保全課と箱根町立箱根湿生花園には
現地での調査に際し多くのご協力をいただいた。記して
感謝申し上げる。また、本調査は神奈川県が実施してい
るレッドリスト生物調査の一環で行われたものであり、
関係各位および調査にご理解いただいた県民の皆様に感
謝申し上げる。



7

引用文献

Cane, J. H., G. C. Eickwort, F. R. Wesley & J. Spielholz, 1983. 
Foraging, glooming and mate-seeking behaviors of Macropis 
nuda (Hymenoptera, Melittidae) and use of Lysimachia ciliata 
(Primulaceae) oils in larval provisions and cell linings. The 
American Midland Naturalist, 110: 257–264.

Celary, W., 2004. A comparative study on the biology of Macropis 
fulvipes (Fabricius, 1804) and Macropis europaea Warncke, 
1973 (Hymenoptera: Apoidea: Melittidae). Folia biologica, 
Kraków, 52(1/2): 81–85.

橋本佳延・藤木大介 , 2014. 日本におけるニホンジカの採食植物・
不嗜好性植物リスト . 人と自然 , 25: 133–160.

平嶋義宏 , 1965. ケアシハナバチ科 . 朝比奈正二郎・石原　保・
安松京三 監修 , 原色昆虫大図鑑 III, plt. 154 + p. 307. 北隆
館 , 東京 .

平嶋義宏 , 2007. 新しい花蜂の発見物語 . 月刊むし , (436): 30–33.
平嶋義宏・南部敏明 , 1980. クロツヤケアシハナバチの新産地 . 

昆虫と自然 , 15(7): 33–34.
伊吹信一 , 2012. シロアシクサレダマバチの交尾 . インセクト , 

63(1): 表紙 , ii.
伊吹信一・片山栄助 , 2016. シロアシクサレダマバチMacropis 

tibialisの越夜習性 . つねきばち , (29): 19–22.
幾留秀一 , 1994. 日本産花蜂類の分類群と和名 . 鹿児島女子短期

大学紀要 , (29): 1–23.
稲富佳洋・日野貴文・島村崇志・長　雄一・宇野裕之・吉田剛司 , 

2018. 釧路湿原国立公園の異なる植生タイプにおけるニホン
ジカの採食の影響評価 . 湿地研究 , 8: 17–32.

神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課・神奈川県立生命の
星・地球博物館編 , 2022. 神奈川県レッドデータブック 2022 
植物編 , 438 pp. + 16 pls. 神奈川県 , 横浜 .

神奈川県植物誌調査会編 , 2018. 神奈川県植物誌 2018 電子版 . 
1803 pp. 神奈川県植物誌調査会 , 小田原 .

片山栄助 , 2000. シロアシクサレダマバチの栃木県での初記録 . 
インセクト , 51(2): 67.

片山栄助 , 2002. シロアシクサレダマバチの栃木県内新産地 . イ
ンセクト , 53(2): 62.

片山栄助 , 2003. クサレダマの訪花ハナバチとそれらの花粉採集
状況について . インセクト , 54(2): 85–88.

片山栄助 , 2005. シロアシクサレダマバチMacropis tibialis. 栃木
県林務部自然環境課・栃木県立博物館編 , レッドデータブッ
クとちぎ : 栃木県の保護上注目すべき地形・地質・野生動
植物 , p. 712. 栃木県林務部自然環境課 , 宇都宮 .

前田泰生 , 2000. 但馬・楽音寺のウツギヒメハナバチ : その生態
と保護 . 198 pp. 海游舎 , 東京 .

Michener, C. D., 2007. The Bees of the World, 2nd edition. xviii 
+ 953 pp + 4 plts. The Johns Hopkins University Press, 
Baltimore.

Michez, D. & S. Patiny, 2005. World revision of the oil-collecting bee 
genus Macropis Panzer 1809 (Hymenoptera: Apoidea: Melittidae) 
with a description of a new species from Laos. Annales de la 
Société entomologique de France (N. S.), 41(1): 15–28.

日本昆虫目録編集委員会編 , 2020. 日本昆虫目録 第 9 巻 膜翅目 
( 第3 部 細腰亜目有剣類 ). xxv+434 pp. 日本昆虫学会 , 京都 .

Rozen, J. G. & N. R. Jacobson, 1980. Biology and immature stages of 
Macropis nuda, including comparison to related bees (Apoidea, 
Melittidae). American Museum Novitates, 2702: 1–11.

須田博久 , 1980. クロツヤケアシハナバチの新産地 . 昆虫と自然 , 
15(14): 9.

須田博久 , 2020. 山梨県のハチ (6) ムカシハナバチ亜科・ケアシ
ハナバチ亜科 . つねきばち , (35): 27–38.

多田内　修・村尾竜起編 , 2014. 日本産ハナバチ図鑑 . 480 pp. 文
一総合出版 , 東京 .

高橋秀男 , 1993. クロツヤケアシハナバチの新産地 . 昆虫と自然 , 
28(11): 22.

薄葉　重 , 1980. クロツヤケアシハナバチの新産地 . 昆虫と自然 , 
15(13): 33.

渡辺恭平 , 2023. ニホンジカの食害が引き起こすハチ目昆虫の危
機的な減少：特に野生ハナバチ類への深刻な影響 . 神奈川
虫報 , (211): 10–24.

渡辺恭平・長瀬博彦 , 2022. 神奈川県立生命の星・地球博物館
特別出版物第 1号 : 日本産ハナバチ類の同定の手引き . ii + 
120 pp. 神奈川県立生命の星・地球博物館 , 小田原 .

山田雅輝 , 1992. 青森県のケアシハナバチ科 . 東北昆虫 , (30): 1–3.
山田雅輝 , 2000. シロアシクサレダマバチMacropis tibialis 

Yasumatsu et Hirashima. 青森県環境生活部自然保護課編 , 青
森県の希少な野生生物 : 青森県レッドデータブック, p. 232. 青
森県 , 青森市 .

山田雅輝 , 2010. シロアシクサレダマバチMacropis tibialis 
Yasumatsu et Hirashima. 青森県環境生活部自然保護課編 , 
青森県の希少な野生生物 : 青森県レッドデータブック改訂
検討会・青森県環境生活部自然保護課編 , 青森県レッドデー
タブック (2010年改訂版 ), p. 268. 青森県 , 青森市 .

山内　智 , 2000. シロアシクサレダマバチMacropis tibialis 
Yasumatsu et Hirashima. 青森県レッドデータブック改訂検討
会・青森県環境生活部自然保護課編 , 青森県の希少な野生
生物 : 青森県レッドデータブック (2020年改訂版 ), p. 305. 青
森県 , 青森市 .

Yasumatsu, K. & Y. Hirashima, 1956. Descriptions of the genera 
Macropis Klug and Melitta Kirby in Japan (Hymenoptera, 
Melittidae). Kontyȗ , 24: 247–255. 

米倉浩司・梶田　忠 , online. 植物和名―学名インデックス
YList. http://ylist.info (accessed on 2024-September-2). 

渡辺恭平：神奈川県立生命の星・地球博物館
（受領 2024 年 9月4日；受理 2025 年 2月12日）





9
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稀種イチハラビロウドザメ（ツノザメ目：オンデンザメ科）の
相模湾からの記録、および日本における分布と生息状況

加登岡大希・瀬能　宏・和田英敏・藤原義弘

Daiki Katooka, Hiroshi Senou, Hidetoshi Wada and Yoshihiro Fujiwara: Records of a 
rare shark, Scymnodon ichiharai Yano & Tanaka, 1984 (Squaliformes: Somniosidae) 
from Sagami Bay, Japan, with review of the distribution and habitat of the species in 

Japanese waters 

Abstract: The distribution and habitat of Scymnodon ichiharai Yano & Tanaka, 1984 (Squaliformes: Somniosidae) are 
reviewed, with reference to four specimens (957–1276 mm TL) from Sagami (fi rst specimen-supported record) and Suruga 
Bays, southern Japan, in addition to previous records of the species. Scymnodon ichiharai inhabits steep seafl oor topography 
in depths of 400–1300 m, and is distributed from the northern Pacific Ocean (Sagami Bay) to Taiwan and the Andaman 
Islands (Indian Ocean).

緒言

　イチハラビロウドザメ Scymnodon ichiharai Yano & 
Tanaka, 1984（ツノザメ目 Squaliformes: オンデンザメ科
Somniosidae）は、1982年 3月 16日に駿河湾の興津沖で
採集された個体を基に新種記載された（Yano & Tanaka, 
1984）。本種はこれまでに駿河湾および熊野灘、台湾、
アンダマン島で記録されている（Yano & Tanaka, 1984; 小
林 , 1986; White et al., 2014; Kumar et al., 2024）。
　筆者らは相模湾やその周辺海域の魚類相を明らかにす
る目的で、同海域の魚類標本や画像を継続して収集して
いるが、2023年 9月 3日に相模湾の江の島沖で、2014
年 6月 3日と 2016年 2月 1日、2017年 11月 22日に駿
河湾の湾央部と焼津沖で採取されたイチハラビロウド
ザメを入手する機会を得た。相模湾の魚類相は Senou et 
al.（2006）や本田ほか（2024）によりまとめられている
が、相模湾における本種の文献上の記録は無く、同湾に
おける標本に基づく初めての記録となる。
　本論文ではイチハラビロウドザメの相模湾からの確実
な記録として駿河湾産の比較標本とともに記載、報告す
るとともに、本種の分布域や生息状況について論じる。

材料と方法

　本研究で調査したイチハラビロウドザメの標本は、相
模湾と駿河湾で採取された神奈川県立生命の星・地球博
物館魚類標本コレクション（KPM-NI）に保管されている
4個体である（図 1、2）：KPM-NI 36518、1236 mm TL（TL：

全長）、雌、駿河湾中央部、延縄にて採集；KPM-NI 74486、
1276 mm TL、雌、駿河湾；KPM-NI 74491、1255 mm TL、雌、
駿河湾中央部焼津沖；KPM-NI 77033、957 mm TL、雄、相
模湾江の島沖（35º 12’ 51” N、139º 29’ 20” E）、釣りにて採集。
これらの生鮮時写真は同博物館の魚類画像資料データベー
ス（KPM-NR）に登録されている。なお、同館の資料番号
は電子台帳上においてゼロを付加した 7桁の数字が使われ
ているが、ここでは資料番号として本質的な有効数字で表
した。
　上記以外の機関コードは下記のとおりである。BMNH：
ロンドン自然史博物館（British Museum Natural History）、イ
ギリス；FUMT：東京大学総合研究博物館；NSMT：国立
科学博物館；MSM：東京海洋大学マリンサイエンスミュー
ジアム；MZUSP：サンパウロ大学（Universidade de São 
Paulo）、ブラジル；TMFE：東海大学海洋科学博物館。
　計測部位は Yano & Tanaka（1984）と Compagno（2001）、
Last et al.（2007）、White et al.（2015）に従った。計測方法
は Yano & Tanaka（1984）と Compagno（2001）に従い投影
法で計測した。なお Yano & Tanaka（1984）における “body 
length” は Compagno（2001）における “precaudal length” と
同義であるため、本報では一貫して“precaudal length”を用い、
これに対応する和文表記を尾鰭前長とした。
　計測はノギス（計測上限値 : 200 mm、700 mm、1270 mm）
とメジャー（計測上限値 : 20 m）を用いて 1 mmの精度で
行い、Yano & Tanaka（1984）とWhite et al.（2014）になら
い全長に対する各部位の長さの比率（以下、% TLと表記）
を表 1に示した。同定の形質を計測するため、尾鰭前長と
吻から第 1背鰭棘までの長さの比率（以下、% PCLと表記）

原著論文
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Fig. 1. Fresh specimens of Scymnodon ichiharai collected in Japanese waters. A: KPM-NI 77033, male, 957 mm TL, off  Enoshima Island, 
Sagami Bay; B: KPM-NI 36518, female, 1236 mm TL, near middle Suruga Bay; C: KPM-NI74486, female, 1276 mm TL, Suruga Bay; D: 
KPM-NI 74491, 1255 mm TL, female, off  Yaizu in central Suruga Bay. Photos by H. Wada (A) and H. Senou (B, C and D).

図 1. 日本産イチハラビロウドザメの生鮮写真．A: KPM-NI 77033, 雄 , 957 mm TL, 相模湾江の島沖 ; B: KPM-NI 36518, 雌 , 1236 mm TL, 駿
河湾湾央; C: KPM-NI 74486, 雌 , 1276 mm TL, 駿河湾; D: KPM-NI 74491, 雌 , 1255 mm TL, 駿河湾焼津沖. 写真Aは和田英敏撮影, B, C, 
D は瀬能　宏撮影 .
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Fig.2. Close-up views of Scymnodon ichiharai (KPM-NI 77033). 
A: dentition structure; B: dermal denticles Photes by D. 
Katooka.

図 2. イチハラビロウドザメ（KPM-NI 77033）の各部位 . A: 歯 ; B: 
楯鱗 . 加登岡大希撮影 .

を併せて表 1に示した。また、歯の計測値を表 1に示した。
色彩の表記は財団法人日本色彩研究所（1993）に従った。
　イチハラビロウドザメの日本国内での出現が記載され
ている文献や標本を渉猟し、出現場所および日付、水深、
体サイズ、性別、標本番号を抽出した。その際、体サイ
ズについてはミリメートル単位に統一し、表 2に示した。
その際、個体別の詳細情報が無い場合でも、個体数が分
かっている場合は別事例とみなして扱った。出現場所は
図 3に示し、図中の番号は表 2の番号に対応させた。

 結果

イチハラビロウドザメ
Scymnodon ichiharai Yano & Tanaka, 1984

記載

形態（図 1，2，表 1）：吻は短く、眼は横長で、大きな
楕円形の噴水孔を備える。鼻孔は吻の先端の近くにある。
口前吻長は口幅の 1.1–1.3倍で、上顎の輪郭は押しつぶ
されたM字状であり、下顎の輪郭は山なりに弱く湾曲
する。鰓孔は左右 5対である。躯幹部は円筒形である。
第 1背鰭は緩やかな半円状で、基部前部に短い棘があり、
第 1背鰭前長は 30.5–32.5 % TLである。第 1背鰭長は
14.1–15.7 % TL、第 1背鰭高は 2.8–4.0 % TLである。第
2背鰭長は 14.9–15.9 % TLで、第 2背鰭高は 5.0–6.7 % 
TLと第 1背鰭より高い。また、三角形状で、基部前部

に短い棘がある。尾鰭上葉後縁に欠刻があり、幅が広い。
尾鰭後縁の上葉と下葉の区切りは明瞭ではないが、僅か
に傾き区切られる。胸鰭は第 5鰓孔直後から始まり、前
縁は後縁の倍以上長い。また、胸鰭の幅は 5.6–6.0 % TL
である。腹鰭前縁は直線的で、後縁は緩やかな弧を描く。
臀鰭はない。上顎歯の 頭は左右対称な形状でキリ状に
細く鋭く、左右の顎軟骨の接合部の方向に向かってわず
かに傾く。接合部付近の歯は小さく、遠心側に向かうに
つれ大きくなり、11–13本目から小さくなる。下顎歯は
左右非対称の形状で、歯根の幅が広く、 頭は三角形状
で、左右の顎軟骨の接合部の側からそれぞれ遠心側に向
かって先端が傾く。下顎縫合歯は左右対称でなく、わず
かに左か右に傾く。上下歯とも副 頭はない。歯列数は
上顎で左側が 23–27、接合歯が 0–1、右側が 22–27、下顎
で左側が 13–15、接合歯が 1、右側が 13–15である。鱗
は涙型であり、外縁は鋸状となり、5本の隆起が見られる。
吻先から第 1背鰭棘までの長さは 44.3–45.6 % PCLであ
る。
固定標本の色彩（図 1，2A）：頭部および躯幹部、尾部、
各鰭は一様に暗い灰みのブラウン。第 1背鰭棘と第 2背
鰭棘の根元は灰みの白で、先端にかけてあさいブラウン。
歯は半透明の黄みの白。

考察

同定

　今回調査した標本は、両背鰭に棘があること、口前吻
長と口から胸鰭基部までの距離が等しくなく、口前吻
長は口幅の 1.1–1.3倍であること、鱗の前方に凹みがる
ブレード状でなく、また、鱗には肋状隆起が無く、外
縁が鋸状で、5本の隆起が見られること、第 1背鰭長は
14.1–15.7 % TL、第 1背鰭高は 2.8–4.0 % TL、第 2背鰭
長は 14.9–15.9 % TL、第 2背鰭高は 5.0–6.7 % TLである
こと、胸鰭の幅は 5.6–6.0 % TL、第 1背鰭前長は 30.5–
32.5 % TL、尾鰭上葉後縁に欠刻があり、下顎歯は左右
の顎軟骨の接合部の側からそれぞれ遠心側に向かって先
端が傾き、下顎縫合歯は左右不相称であること、吻先か
ら第 1背鰭棘までの長さは 44.3–45.6 % PCLであり、第
1背鰭棘が尾鰭前長の中央より前方に位置することから、
Yano & Tanaka (1984) や White et al. (2014) の Scymnodon 
ichiraraiの記載や図とよく一致した。よって本標本は
Scymnodon ichiraraiに同定された（図 1、2、表 1）。
　本種の全長に対する各部位の長さの比率や歯数は、こ
れまでの 20例の報告（Yano & Tanaka, 1984）の範囲内に
概ね収まっている（表 1）。範囲外の吻先から鼻孔およ
び第 1鰓孔までの長さ、第 1背鰭棘から第 2背鰭棘の間
隔、鼻孔間隔、口幅、両目間隔、第 1および第 2背鰭棘
長、第 2背鰭後縁長、第 2背鰭高、腹鰭前縁長、下顎歯
数の形質に関しては、これまでの記録数が少ないために、
これまで本種の計測形質における変異幅が網羅されてい
なかったことが要因と考えられる。今回計測した結果か
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Table 1. Counts and measurements of Scymnodon ichiharai from Japanese waters
表 1. 日本産イチハラビロウドザメの計数および計測値

This study Yano & Tanaka (1984)
n = 1 n = 3 n = 1

(Holotype)
n = 13

(Paratypes)
Locality Sagami Bay Suruga Bay Suruga Bay
Total length (TL; mm) 957 1236–1276 1011 492–1455
Precaudal length (PCL; mm) 777 999–1038 829 387–1221

% TL
　Snout tip to:
　　-outer nostrils 2.0 2.5–3.0 1.9 1.4–2.8
　　-eye 4.6 3.9–5.3 4.6 3.6–5.6
　　-spiracle 10.8 10.0–11.4 11.7 9.8–12.7
　　-mouth 7.3 6.9–7.4 7.2 5.4–7.7
　　-1st gill opening 17.5 15.5–19.6 17.0 13.9–18.8
　　-5th gill opening 20.8 20.7–23.5 22.0 18.6–24.0
　　-pectoral-fin origin 20.9 21.0–22.4 22.3 19.0–23.6
　　-pelvic-fin origin 61.8 60.8–62.9 60.8 60.8–65.7
　　-cloaca 68.0 67.7–69.7 66.8 67.1–70.2
　　-1st dorsal-fin length 31.0 30.5–32.5 – –
　　-1st dorsal spine origin 36.6 36.7–37.1 34.8 33.2–38.9
　　-2nd dorsal spine origin 68.4 68.6–70.5 68.2 67.6–72.2
　　-upper caudal-fin origin 81.2 80.8–82.7 82.0 78.7–84.6
　　-loweer caudal-fin origin 78.4 78.1–80.5 78.5 77.0–83.2
　Interspace between 1st dorsal and 2nd dorsal spine origins 32.6 31.9–33.6 28.6 27.3–32.0
　Interspace between 2nd dorsal and caudal 7.3 6.7–7.3 6.9 6.0–8.1
　Interspace between pelvic and caudal 10.5 9.2–9.9 11.4 8.6–11.4
　Distance between origins of:pectoral and pelvic-fins 42.6 38.1–42.3 41.0 37.6–44.8
　Nostrils distancee between inner corners 3.9 3.8–4.8 4.4 3.9–5.3
　Mouth width 8.1 8.7–9.3 9.1 8.5–10.6
　Gill opening length first 2.2 2.1–2.2 2.3 1.5–2.7
　Gill opening length fifth 1.9 1.6–2.7 2.5 1.6–2.8
　Horizional diameter of eye 4.0 3.1–3.5 4.3 3.8–6.1
　Interorbital width 7.9 7.4–8.4 9.1 8.4–10.2
　1st dorsal-fin:
　　-length 15.7 14.1–15.5 – –
　　-length of posterior margin 4.7 4.5–4.8 4.0 3.2–5.0
　　-height 2.8 3.5–4.0 3.5 2.6–4.4
　　-spine length 0.6 1.1 2.0 0.7–2.0
　2nd dorsal-fin:
　　-length 15.9 14.9–15.7 – –
　　-length of posterior margin 7.5 6.3–7.0 8.4 6.6–8.7
　　-height 6.7 5.0–6.5 6.4 4.5–6.4
　　-spine length 0.6 0.2–0.5 1.7 0.3–1.5
　Pectoral-fin:
　　-length of anterior margin 14.1 13.0–14.2 10.9 10.8–15.0
　　-length of distal margin 5.6 5.6–6.0 6.6 4.5–7.9
　Pelvic-fin:
　　-length of anterior margin 9.7 8.6–10.5 7.9 6.7–8.4
　　-depth 5.3 6.1–6.4 4.9 4.5–6.9
　Caudal-fin:
　　-length of upper lobe 17.9 18.2–20.0 18.3 17.2–22.4
　　-length of lower lobe 13.5 12.2–13.2 12.2 11.2–13.8
　　-depth of notch 3.9 2.5–3.2 2.3 1.3–4.1
　Trunk at pectoral-fin origin width　 11.8 13.4–14.7 14.8 14.0–17.5
　Trunk at pectoral-fin origin heigth 11.3 12.2–15.3 10.9 9.7–13.4
% PCL
　Snout tip to first dorsal-fin spine origin 45.1 44.3–45.6 42.4 40.2–46.5
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Table 1. Continued
表 1. 続き 

This study Yano & Tanaka (1984)
n = 1 n = 3 n = 1

(Holotype)
n = 13

(Paratypes)
Locality Sagami Bay Suruga Bay Suruga Bay
Total length (TL; mm) 957 1236–1276 1011 492–1455
Precaudal length (PCL; mm) 777 999–1038 829 387–1221
　Upper jaw
　　　 Left 27 23–25 23 17–29*
　　　 Symphysial 0 0–1 0 0–1*
　　　 Right 27 22–23 22 21–28*
　Lower jow
　　　 Left 15 13–15 14 14–16*
　　　 Symphysial　 1 1 0 0–1*
　　　 Right 15 13–15 15 14–15*
*Counts of  based on 5 specimens.

Table 2. Occurrences of Scymnodon ichiharai in Japanese waters
表 2. 日本におけるイチハラビロウドザメの出現状況

No. Date Locality Depth (m) TL (mm) Sex Specimen No. References*
1 1980/6/5 Off Okitsu in Suruga Bay 690–790 955 ♂ BMNH 1983.11.8 :1(paratype) 2
2 1980/7/16 Off Ohse in Suruga Bay 620–720 1367 ♀ TMFE 76 (paratype) 2
3 1980/7/16 Off Ohse in Suruga Bay 620–720 1266 ♀ TMFE 78 (paratype) 2
4 1980/7/16 Off Ohse in Suruga Bay 620–720 1260 ♀ MSM-80-274 (paratype) 2
5 1980/7/17 Off Toi in Suruga Bay 665–720 927 ♂ FUMT-P 3849 (paratype) 2
6 1980/7/30 Off Heda in Suruga Bay - 892 ♂ MSM-80-273 (paratype) 2
7 1980/8/25 Off Yui in Suruga Bay 800 993 ♂ TMFE 169 (paratype) 2
8 1980/10–1984/10 Kumano nada - 619–1000 ♂ - 3
9 1980/10–1984/10 Kumano nada - 619–1000 ♂ - 3

10 1980/10–1984/10 Kumano nada - 619–1000 ♂ - 3
11 1980/10–1984/10 Kumano nada - 619–1000 ♂ - 3
12 1980/10–1984/10 Kumano nada - 722 ♀ - 3
13 1980/10/31 Off Miho in Suruga Bay - 1230 ♀ TMFE 288 (paratype) 2
14 1980/11/20 Off Heda in Suruga Bay 675–750 1340 ♀ NSMT-P 21724 (paratype) 2
15 1981/7/29 Seno Umi in Suruga Bay 630–645 1455 ♀ FUMT-P 3850 (paratype) 2
16 1982/3/16 Off Okitsu in Suruga Bay 580 1011 ♂ NSMT-P 21723 (holotype) 2
17 1982/6/30 Off Okitsu in Suruga Bay 500 924 ♂ TMFE 1138 (paratype) 2
18 1982/11/9 Off Omaezaki in Suruga Bay 450–830 492 ♂ TMFE 1275 (paratype) 2
19 1983/5/14 Off Yui in Suruga Bay 700 951 ♂ TMFE 1875 (paratype) 2
20 2012/7/3 Suruga Bay - 1304 ♀ TMFE 29616 4
21 2014/6/3 Near middle Suruga Bay 400–1300 1236 ♀ KPM-NI 36518 1
22 2016/2/1 Suruga Bay 725 1276 ♀ KPM-NI 74486 1

23 2017/11/22 Off Yaizu in central 
Suruga Bay 500–800 1255 ♀ KPM-NI 74491 1

24 2023/9/3 Off Enoshima Isrand 
in Sagami bay 640 957 ♂ KPM-NI 77033 1

25 - Suruga Bay - 1400 ♀ MZUSP uncat (MC 127) 4
*1: This stady; 2: Yano & Tanaka., 1984; 3: Kobayashi, 1986; 4: White et al., 2015.

ら本種は上記形質について、従来知られていたものより
広い変異幅をもつことが明らかとなった。
　25例の記録の内、雄が 13例で 492–1011 mm TL、雌が
12例で 722–1455 mm TLであった（表 2）。雌雄で比較す
ると、雄はホロタイプ以外 1000 mm TL以下であり、雌
は 1000 mm TLを超える個体が 11例と、本種は雌の方が

大型化することが示唆された。また、本種は雄で 892 mm 
TLから 1011 mm TL、雌で 1260 mm TLから 1455 mm TLで
成熟するとされる（Yano & Tanaka, 1984）。今回調査した標
本は雄が 957 mm TLで、雌が 1236–1275.8 mm TLであり、
KPM-NI 77033の雄と KPM-NI 74486の雌は成熟してい
たと考えられる。



14

分布

　日本近海におけるイチハラビロウドザメの出現記録
は、本研究の 4標本を含めて全部で 25例抽出された。
内訳は相模湾から 1例、駿河湾から 19例、熊野灘から
5例であった（図 3、表 2）。
　今回、博物館に収蔵された標本を調査した結果、いず
れもイチハラビロウドザメに同定された。したがって標
本に基づく同定根拠を示したという観点から、本論文は
相模湾にイチハラビロウドザメが分布することを示した
初めての報告となる。

生息状況

　イチハラビロウドザメはこれまでに 450–830 mの水
深で捕獲されていた（表 2）。今回調査した標本は 400–
1300 mの水深で採取されており、これまでの範囲より
も幅広い水深に出現している。小林（1986）については
個体ごとに詳細な情報は不明なため、表 2に記していな
いが、熊野灘の長島沖水深 800–900 mと阿田和沖水深
600–700 mからそれぞれ採集されており、これまでの範
囲の内であった。小林（1986）によると、本種を熊野灘
海域で採集した際に採集地点の水温及び塩分を計測して
おり、長嶋沖水深 800–900 mの水温は 3.9–4.0 ºC、塩分
が 34.3 ‰、阿田和沖水深 600–700 mの水温は 5.2–5.4 ºC、
塩分が 34.2 ‰であった。駿河湾においては中村・沢田
（1971）による駿河湾広域で水温および塩分を調査した結
果、水深 400–800 mの間では 4–7 ºC、塩分が 34.3–34.4 ‰で
あった。相模湾では水深 300–1000 mでは水温 4–10 ºC、塩
分が 34.2–34.4 ‰であり、水深 600 mを中心とすると 5.5 ºC、
塩分 34.3 ‰であった（宇田 , 1937）。これらのことから本
種の生息環境は水温 3.9–7.0 ºCで塩分 34.2–34.4 ‰の範囲
が適していることが示唆された。
　本種の出現数は駿河湾が最も多く 19例であった（表 2）。
駿河湾と相模湾は最大水深 1500 mを超える湾であり、
湾口幅や奥行が似通った大きさをしており、地形的特徴
で、急傾斜海岸を有する（松山 , 1988）。併せて、駿河
湾は河川からの栄養塩の流入が得られ、温暖な海洋水の
流入などの複雑な海洋構造に起因した生産性の高い湾
である（田中 , 1996）。藤田・並河（2007）によると相
模湾はプレートの衝突により複雑な地形が作られ、海山
状の地形により、海流の変化が激しく、海底の底質の変
化が富み、多様な動物が生息する。また、陸から距離が
近いため、陸起源の堆積物が多く、底質環境に変化があ
ることや、暖流と寒流が交じり合う海域であるためマリ
ンスノーが豊富であることも深海動物が豊かな理由であ
る。これらのことから両湾は急傾斜海岸と併せ、表層を
暖水系の黒潮、水深 300–800 mを親潮由来の亜寒帯中心
層水が流れ（稲葉 , 1996; 王ほか , 2013）ており、地形お
よび潮流が類似する他、栄養塩が豊富であることにより
生産性が高いことも類似する。また、両湾におけるサメ
区（Nelson et al., 2016）は相模湾では 77種（本田ほか , 
2024; 本報告）、駿河湾では 65種（久保田 , 2007; 渋川 , 

2018）が確認されており、表層性の種も含まれるが、61
種が共通して出現している。これには稀少な深海性の種
であるチヒロザメ Pseudotriakis microdon de Brito Capello, 
1868やカエルザメ Somniosus longus （Tanaka, 1912）、オ
ロシザメ Oxynotus japponics Yano & Murofhshi, 1985が含
まれ（波戸岡ほか , 2013; 崎山ほか , 2014; 加登岡・瀬能 , 
2024）、深海性サメ区相の類似性が示唆される。以上の
ことから、主要生息地である駿河湾と隣接している湾で
あり、環境が類似する相模湾も本来的に本種の生息に適
する海域であると考えられる。今回、相模湾では一例の
記録に留まるが、今後の出現状況について注視したい。
　一方で、両湾のサメ区相が類似しているにも関わらず
出現種数は相模湾の方が多い。駿河湾で記録されておら
ず、相模湾で記録されている種として、例えばネズミザ
メ Lamna ditropis Hubbs & Follett, 1947やアブラツノザメ
Squalus suckleyi (Girard, 1855)があるが（渋川 , 2018; 本田
ほか , 2024）、両種は寒帯海域に生息する種であり（仲
谷 , 2011）、相模湾での出現も稀で、より北側に分布す
るため、駿河湾では出現していないと考えられる。ま
た、相模湾のみで記録のある種としてはクロヘリメジ
ロザメ Carcharhinus brachyurus (Günther, 1870)やクロト
ガリザメ C. falciformis (Bibron, 1839)、カマストガリザメ
C. limbatus (Valenciennes, 1839)、メジロザメ C. plumbeus 
(Nardo, 1827)など，遊泳力があり、日本の太平洋沿岸に
広く分布するメジロザメ属の種が含まれる（青沼ほか , 
2013; 渋川 , 2018; 本田ほか , 2024）。しかし、メジロザメ
属は鰭の位置関係、鰭の形、歯の形、体色などにより分
類されるが、水中や現場での同定は困難である（仲谷 , 
2011）。このことからクロヘリメジロザメ、クロトガリ
ザメ、カマストガリザメ、メジロザメの 4種は、駿河湾
で出現していても、正確に同定がされておらず、記録が
ない可能性もある。また、相模湾のサメ区の出現に関し
ては継続的に調査されているが［例えば 崎山ほか（2014）
や加登岡・瀬能（2023; 2024）、本田ほか（2024）］､一方で、
駿河湾におけるサメ区の出現に関しては Tanaka（1984）
や久保田（2007）、渋川（2018）などにより報告されて
いるものの 2018年以降の報告がなく、近年の動向が調
べられていないことも種数の差がある一要因と考えられ
る。両湾に共通して出現する種は今後の調査でさらに増
える可能性があり、両海域のサメ区相の異同を把握する
ためには、引き続き動向を調べる必要がある。
　イチハラビロウドザメは相模湾及び駿河湾以外では、
熊野灘から記録されているが、熊野灘は大陸棚が比較
的狭く、沿岸から外洋にかけて急激に深くなり、その
深度は 2000 mを超える（自見ほか , 2020）。また、熊野灘
から遠州灘に続く大陸棚斜面上には、東部において水深
200–300 mにわたる間に海底谷がよく発達し、水深 2000 m
ほどのところには海段が広く分布し、海脚や海丘なども
分布して、大陸棚斜面の地形が特徴的に発達している。
さらに、底質は水深 1000 m付近には荒粒堆積物が分布
し、1000 m以深には、広く青泥が分布している（星野・
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Fig. 3. Distribution records of Scymnodon ichiharai in Japanese waters.
図 3. イチハラビロウドザメの日本における記録地点 .

市原 , 1960）。また、採集された長嶋沖漁場の海底地形
は海底谷をやや離れた比較的平坦な水域であり、阿田和
沖漁場は海底谷の真上で、近傍の海底傾斜の急峻な凸凹
のある櫨雑な水域であり、海底を覆う底質は細かい砂を
含んだ泥土であった（小林 , 1986）。この海域は相模湾
と駿河湾同様に沿岸から急激に深くなり、地形が多様で、

かつそれぞれ由来は異なるものの、海底に堆積物がある
環境が類似する。これらのことから、本種は沿岸から外
洋にかけ急激に深くなり、堆積物の多い環境を好むこと
が示唆された。
　本種は日本以外では台湾の成功鎮で 10例、インドの
アンダマン島で 2例記録されており（White et al., 2014; 
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Kumar et al., 2024）、日本の記録と併せても 37例と稀少
である。IUCNのレッドリストの評価は危急であるため
（Rigby et al., 2021）、保全の観点からもさらなる情報が必
要となる。
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横浜市新横浜公園で観察された嘴が変形した
オオジュリン Emberiza schoeniclus

大和田正人

Masato Owada: Common reed bunting, Emberiza schoeniclus with a deformed beak 
observed in the Shin-Yokohama Park, Yokohama City

緒言

　オオジュリン Emberiza schoeniclus はスズメ目ホオジ
ロ科に分類される小鳥であり、アフリカ大陸、ユーラシ
ア大陸、日本に分布し、日本では北海道および本州北部
で繁殖する（日本鳥学会 , 2024）。冬季に本州以南に移動
して越冬し、繁殖期以外では数羽の小群を作ってヨシ原
などで生活する（高野ほか , 1985）。今回、著者らが横浜
市新横浜公園で野鳥観察を行った際に嘴が変形したオオ
ジュリンを発見したので報告する。
　新横浜公園は横浜市港北区の鶴見川沿いに設置され、
約 70 ha の敷地面積を持つ大きな公園である。敷地内に
はスタジアム、多目的遊水地、減勢池などが併設され、
増水時に鶴見川の水位を調節する役割を持つ（横浜市 , 
online）。公園内の樹木は十分に手入れされ、芝生は短く
刈り込まれている。一方、本個体が観察された減勢池の
対岸は人の出入りが制限され、比較的手入れがされてい
ない。この場所は鶴見川に挟まれ、堤防が築かれている
が、樹木が散在し、川沿いにヨシ原や草原が広がってい
る。新横浜公園（online）は減勢池を中心に観察される
40種の野鳥を紹介しているが、この公園を含む港北区
小机では 60種以上の野鳥が報告されている（例：日本
野鳥の会神奈川支部 , 2020）。

材料と方法

　2024年 1月 8日の 11時 30分から 14時 50分に新横浜
公園内と鶴見川沿いで野鳥観察を行った（図 1）。観察者
は著者を含めて 2名であった。天候は晴れであり、風は
ほぼ無かったが、時折 2 m/s程度の弱い風が吹いた。観
察には 8倍の双眼鏡を用いた。発見した野鳥は目視ある
いは鳴き声を聞いて種を同定し、デジタル一眼カメラで
撮影した。

結果と考察

　12時 40分頃、減勢池の西端の対岸にあるヨシ群落に
おいて（図 2）、著者が嘴が変形したオオジュリン 1個体
を発見した（図 3）。著者からの距離は約 30 mであった。
本個体はヨシの茎の間を頻繁に動き回り、時折葉鞘を剥
がしてそこに潜む昆虫などを捕食していた。そして、12
時 50分頃、北方向に飛び去った。本個体が観察された
ヨシ群落の周辺では、コガモ Anas crecca 2個体、ハシビ
ロガモ Anas clypeata 5個体、オオバン Fulica atra 1個体
が見られた。今回の野鳥観察全体で観察された本種はこ
の 1個体のみであった。
　本個体はスズメ Passer montanus程度の大きさであり、
頭は丸みを帯び、嘴は太く短い円錐形、尾は中等長で均
等のとれた形状であった。上面は褐色、下面は汚白色で
あった。額から後頭は暗褐色、背に暗褐色の縦斑が見ら
れ、最外側尾羽に白斑があった。これらの特徴からホオ
ジロ科のジュリン類と判断した。さらに、脇に褐色の縦
斑が見られ、上嘴は変形しているが、暗褐色で丸みを帯
び、下嘴は灰褐色、 蹠は黒褐色であることからオオ
ジュリンと同定した（高野 , 1980, 2015; Svensson, 1992; 
五百澤ほか , 2014; 永井 , 2023）（図 3）。オオジュリンの
近縁種にシベリアジュリン Emberiza pallasiとコジュリ
ン Emberiza yessoensisが知られている。シベリアジュリ
ンは上面の褐色味が比較的淡く、小雨覆は灰褐色、上嘴
は黒色で直線的であり、 蹠は褐色である。コジュリン
は脇が褐色で縦斑がなく、腰は赤褐色、小雨覆は灰褐色
である。以上の特徴から、本種はシベリアジュリンとコ
ジュリンから区別できる（高野 , 1980, 2015; 五百澤ほか , 
2014; 永井 , 2023）。
　頭頂や喉元に黒色の斑が見られないことから、本個体
は雌であると判断した（高野 , 1980, 2015; Svensson, 1992; 
五百澤ほか , 2014; 永井 , 2023）。尾羽の先端の状態から

報　告
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図 2. 嘴が変形したオオジュリンが観察された場所．図1の Oを拡大した．星印はオオジュリンが観察されたヨシ群落を示
す．Google Map を改変して作成した．

30m
N

300m

S

F

O

N

図1. 野鳥観察を行った場所．Sは観察を始めた地点，Fは観察を終えた地点，Oは嘴が変形したオオジュリンが観察され
た場所を示す．赤色の破線と矢印は野鳥観察を行った道順を示す．OpenStreetMap を改変して作成した．



19

図 3. 嘴が変形したオオジュリン．A: 左向き ; B: 右向き．拡大図の矢印は変形した箇所を示す．赤線は上嘴の歪み幅 （1.7 mmある
いは1.9 mm）を示す．2024 年 1月 8日，大和田正人撮影．
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年齢を識別できるが（金子 , 1976; Svensson, 1992）、観
察および撮影した画像では判断ができなかった。本個体
の上嘴は変形して先端が右方向に歪み、上下の嘴が嚙み
合っていなかった（図 3）。本種の雌の露出嘴峰長の平
均は、幼鳥では 8.7 mm、成鳥では 9.3 mmであることが
示されており（金子 , 1976）、それに基づいて撮影した
画像から上嘴の先端の歪み幅を推測したところ、歪み幅
は 1.7 mmあるいは 1.9 mmであった（図 3A）。
　これまでに嘴が変形したオオジュリンに関する報告
はされていない。林（online）は、2001から 2004年の
4年間に渡って、北海道松前町白神の標識調査中に見ら
れた嘴が変形した野鳥を記録した。その結果、嘴の変形
は 11種 17個体で見られ、全て幼鳥であった。山階鳥類
研究所（2002, 2003, 2004, 2005）の報告からそれぞれの
種で嘴が変形した個体の割合を調べたところ、ビンズイ
Anthus hodgsoniが最も高く、次いでカワラヒワ Chloris 
sinica、キバシリ Certhia familiaris、ゴジュウカラ Sitta 
europaeaの順であった。その他の 7種は 1 % 以下であっ
た（表 1）。前述の 4種については捕獲個体数が少ないた
め、偶然割合が高くなった可能性がある。通常では、野
鳥の嘴に変形が見られる割合は 1 % 以下であることが知
られている（Pomeroy, 1962; Sharp & Neill, 1979; Tweit et 
al., 1983; Nogales et al., 1990; Handel et al., 2010; Zylberberg 
et al., 2016）。したがって、本種の嘴が変形した個体の割
合についても同様に 1 % 以下であることが推測される。
　嘴が変形する原因には、遺伝的要因または環境要因、
あるいはその両方が関わっている。環境要因としては、
外傷、栄養不足、ウイルスや真菌の感染、農薬や放射
線の影響などが上げられる（Pomeroy, 1962; Handel et al., 
2010; Zylberberg et al., 2016）。しかし、本個体の嘴が変形
した要因は、今回の観察および撮影した画像では分から
なかった。
　嘴の変形は採餌や羽繕いなどの行動に影響し、体重
の減少、羽毛の状態悪化、病気に罹りやすくなるなど、
その個体の生存に不利益をもたらす（Pomeroy, 1962; 
Clayton et al., 2005; Handel et al., 2010; Zylberberg et al., 

2016）。北海道松前白神で嘴の変形が記録された野鳥は
全て幼鳥であったことから（林 , online）、嘴の変形によ
る不利益を受けながら成長することは相当困難であると
考えられる。本個体の年齢は識別できなかったが、仮に
日本鳥学会（2024）で繁殖が報告されている青森県や秋
田県で巣立ちした幼鳥であると見なしても、新横浜公園
に到着するまでに 200 km以上の距離を移動している。
また、今回の野鳥観察全体で観察された本種はこの 1個
体のみであったことから、単独で行動している可能性も
考えられる。しかし、筆者が観察した時点では羽毛の状
態に異常は見られず、採餌や飛翔も普通に行っていた。
したがって、オオジュリンは、上嘴の先端が 2 mm程度
歪んだとしても、採食や羽繕いに大きな支障をきたすこ
とはないと考えられる。
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カニ籠を用いたミシシッピアカミミガメの捕獲における
餌の嗜好性および気候条件の差異

小和田侑希・坂下　魁・今村優輝・北村　亘

Yûki Kowada, Kai Sakashita, Yûki Imamura and Wataru Kitamura: Prey preference 
and climatic conditions in the capture of Trachemys scripta elegans using crab traps

緒言

　近年、生物多様性並びに固有生態系の保全の必要性が
世界的に認識されるようになった（鷲谷 , 1998）。環境省
は 2005年より「特定外来生物による生態系等に係る被害
の防止に関する法律」を制定し、外来生物の取り扱いに
制限をかけている（環境省・農林水産省 , 2022）。しかし
ながら、現在も外来種による在来種の捕食や競争の報告
等がされており、各地で外来種が在来種に及ぼす影響が
懸念され問題となっている（平井 , 2006；内田ほか , 2021；
小和田ほか , 2023）。
　ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegansはア
メリカ大陸原産のカメ目ヌマガメ科アカミミガメ属のア
カミミガメの亜種で、本種の 17亜種の中で最も分布域が
広い（菅野 , 2008）。1960年代初頭からペットとしての人
気が高まり、安価で丈夫なミシシッピアカミミガメは日
本のペット業界に定着した（環境省自然環境局 , 2023）。
海外で養殖されたミシシッピアカミミガメの幼体は、
1990年代ごろまで日本に輸入され、その数は年間数百万
匹に及んだ（環境省自然環境局 , 2023）。ペット業界に定
着した本種はペットとしての人気が高まる一方で、野外
への放流等により日本固有の淡水性カメ類の自然分布域
での生息が確認されるようになった（環境省自然環境局 , 
2023）。
　現在ミシシッピアカミミガメは、日本全国での定着が
確認されており、在来種へ与える負の影響や他のカメ
類との競争が起きている事例も報告されている（池田 , 
2006；森 , 2017；加賀山 , 2023）。特に他のカメ類へ与え
る影響に関しては、本種の習性であるカメ類の卵を掘り
返して捕食することが挙げられている（池田 , 2006）。
　こういった影響を及ぼすことから 2023年 6月より、ミ
シシッピアカミミガメは条件付特定外来生物に指定され
規制が行われている（環境省自然環境局 , 2023）。条件付
特定外来生物は、現在の飼養を継続することに関しては
問題ないが、野外への放流には罰則・罰金が科せられる
（環境省自然環境局 , 2023）。そのため、新規の放流個体

は以前より減少することが考えられるが、すでに野外へ
放流され繁殖してしまったミシシッピアカミミガメによ
る影響を抑えるために、野外からの排除を行う必要があ
る（有馬ほか , 2008；谷口ほか , 2021）。排除を行う方法と
しては、手捕りや罠によるものがあるが、その中でも「カ
ニ籠」を用いた捕獲報告がある（有馬ほか , 2008；2011）。
本研究ではカニ籠を用いたうえで、使用する餌による誘
因性の差異や環境要因による捕獲数の差異を明らかにす
ることを目的とした。今後のミシシッピアカミミガメの
効果的な駆除を行うための手法と気候条件の知見として
ここに報告する。

材料と方法

調査地および期間

　調査は、ミシシッピアカミミガメを確認した神奈川県
横浜市都筑区牛久保にある徳生公園内に位置する池で
行った（図 1）。徳生公園は住宅街に位置し、最も近い河
川である早淵川まで約 1 kmの距離がある。調査地であ
る池は約 780 m2の広さであり、水の流入地点・流出地点
は 1か所ずつである（図 1）。流入地点の水深は 10 cm程
度、水源は約 1.5 km離れた山崎公園の池で、池の水は流
出地点から下水として早淵川・鶴見川水系へと排出され
ている（住宅・都市整備公団港北開発局 , 1981）。
　調査期間としては、ミシシッピアカミミガメの孵化時
期と気象条件を考慮し、2018年 11月 1–22日に 10時か
ら 13時の 3時間ずつ実施した。ミシシッピアカミミガ
メは晩春の 4月ごろに孵化した個体は、孵化後 6か月程
度の 10月から食欲が旺盛となり餌を求めて活動力が高
まる（菅野 , 2008）。そのため 10月から冬眠までは、幼
体の捕獲頻度が高まると考えられる（菅野 , 2008）。加え
て、日光浴を好む本種は（谷口ほか , 2021）、雲量の少
ない 11月の日中に活動が活発になると予想した。また、
ミシシッピアカミミガメは 4時間以上の無呼吸状態で瀕
死となる可能性が生じるため（有馬ほか , 2008）、1日当
たりの調査は 3時間とし、調査中は人の行動による影響

報　告



24

がないように監視を行った。

調査方法

　カニ籠（株式会社タカミヤ、縦 34 cm×横 54 cm×高
さ 25 cm；図 2）を用い、誘因用の餌は人工飼料 2種類
と天然飼料 3種類の計 5種類を使用した。人工飼料は
水質に影響を与えにくい、市販の釣り餌（マルキユー
株式会社、寄せ太郎）と亀用飼料（株式会社キョー
リン、教材カメのエサ）を使用した。天然飼料 3種
類は、ヌマエビ類 Atyidae sp.・淡水魚・アメリカザリ
ガニ Procambarus clarkiiを使用した。淡水魚に関して
は、以下 6種（オイカワ Opsariichthys platypus、コイ
Cyprinus carpio、ギンブナ Carassius langsdorfi i、タモロ
コ Gnathopogon elongatus、モツゴ Pseudorasbora parva、
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia）（細谷 , 2019）を混合し
たものを利用した。これらの天然飼料は、雑食性である

ミシシッピアカミミガメが日本で日常的に捕食している
と考えられ、その生息環境において容易に捕獲できるも
のを選定した。
　5種類の餌を 5個のカニ籠にそれぞれ入れ、拡散しや
すい池の北西部にある流れ込みに沈めた。その際、天然
飼料 3種類については匂いが広がるように潰してから池
の北西部にある流れ込みに沈めた。各餌の 1回に使う量
は 10 g程度とし、餌の欠片による水質汚染を防ぐため
に水切りネットに入れてカニ籠に仕掛けた。水切りネッ
トによるミシシッピアカミミガメの健康への影響を確か
めるための予備実験として、個人で飼育を行っているミ
シシッピアカミミガメ 6個体に同様の仕掛けで餌を与え
たところ、水切りネットを破り餌のみを採餌した。その
ため、水切りネットによる消化不良等の健康被害はない
と判断した。
　捕獲に影響を与える外的要因を調べるため、気象庁の
横浜市の 1時間ごとのデータを使用し（気象庁 , online）、
捕獲した日ごとの個体数を目的変数として、日照時間・
投入時気温・投入時水温をそれぞれ説明変数として単回
帰分析を行った。

結果と考察

　調査期間に捕獲したミシシッピアカミミガメ（図 3）
は合計 29個体であった。捕獲した個体は雌雄を同定した
うえで、甲長が 15 cm未満のものを小、15 cm以上 25 cm
未満の個体を中、25 cm以上の個体を大として分類した。
　捕獲個体数が最も多かった餌はアメリカザリガニで
14個体、次いでヌマエビ類で 10個体、カメ用飼料、淡
水魚で各 2個体、市販釣り餌では 1個体であった。その
うち16個体が甲長25 cm以上で全てメスであった（図4）。

図 1. 徳生公園の池の位置および池の流入地点（上）・流出地点（下）.

図 2. 調査で使用したカニ籠（株式会社タカミヤ、縦 34 cm×横
54 cm×高さ25 cm）.
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図3. 捕獲されたミシシッピアカミミガメ.

図 4. 餌ごとのミシシッピアカミミガメの捕獲数 .

表 1. 捕獲された生物種一覧
分類 種名 釣り餌 亀用飼料 ヌマエビ 淡水魚 アメリカザリガニ 合計
Category Species Name Fishing bait Turtle feed Freshwater shrimp Freshwater fish Procambarus clarkii Total
爬虫類
Reptiles

ミシシッピアカミミガメ
Trachemys scripta elegans 1 2 10 1 14 28

カメ目の一種
Testudines sp. 2 2 3 7

魚類
Fish

ギンブナ　
Carassius langsdorfi i 2 2 4

キンギョ　
Carassius auratus 2 2

ブルーギル
Lepomis macrochirus 1 1

　ミシシッピアカミミガメ以外に捕獲された種は、人
工飼料であるカメ用飼料を使用した場合にキンギョ
Carassius auratusが 1個体、ギンブナ 2個体、およびブ
ルーギル Lepomis macrochirus 1個体であった（表 1）。天
然飼料であるヌマエビ類の場合ではカメ類（ミシシッピ
アカミミガメ以外　以下カメ類）2個体・ギンブナ 2個
体、淡水魚の場合ではカメ類 2個体、アメリカザリガニ
を使用した場合ではカメ類 3個体であった（表 1）。なお、
特定外来生物に指定されているブルーギルはその場で処
理した。
　捕獲数と気候的な要因との関係においては、相関分析
を行った結果、捕獲数と日照時間（r = 0.167, p = 0.414）、
投入時気温（r = 0.712, p < 0.05；図 5）、投入時水温（r 
= 0.588, p < 0.05；図 6）であり、捕獲数と投入時気温お
よび水温において有意な正の相関が見られ、ミシシッピ
アカミミガメは気温・水温の低下に伴い捕獲数が少なく
なっていた（図 5, 6）。
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　調査地の池は約 780 m2と面積が狭いため、気温変化
の影響を受けやすく、冬眠前に食欲が低下するミシシッ
ピアカミミガメ（霍野 , 2015）はその影響を顕著に受け
たと推測される。今回の調査では、アメリカザリガニと
ヌマエビ類を餌にした場合にミシシッピアカミミガメが
多く捕獲された。ミシシッピアカミミガメは淡水性の甲
殻類への嗜好性が高いため（菅野 , 2008）、本研究におい
ても同様の嗜好性を示したと考えられる。アメリカザリ
ガニやヌマエビ類といった淡水性の甲殻類は国内ではミ
シシッピアカミミガメと同じ場所に生息している場合が
多く、ミシシッピアカミミガメが日常的に利用している
可能性が高い（内山ほか , 2002）。そのため、見慣れな
い餌よりも日常的に利用している餌の方が罠への不信感
を抱きにくかったのではないかと考えられる。 他のカ
メ類も捕獲されたが、形態がイシガメ Mauremys japonica
やクサガメ Mauremys reevesiiに似ており、 本調査地の水
の流入・流出の構造からも他の場所から流入してきたの
ではなく、ペット由来のものである可能性が高い。
　本研究から、カニ籠を用いたミシシッピアカミミガメ
の捕獲には、餌に淡水性の甲殻類を使用したうえで、気
温・水温が高い条件下が適していることが示唆された。
特に大型のメス個体を多く捕獲でき、産卵可能な個体を
効率的に捕獲することができたため、本研究の方法にお
いてはすでに野生下で生息が確認されているミシシッピ
アカミミガメからの繁殖を抑えることができると考えら
れる。谷口ほか（2021）においても、誘因罠ではメスが
多く捕獲されているが、メスは繁殖期に卵殻の形成のた
めにカルシウムを中心とした栄養が不足することが考え
られ（石橋 , 2007）、人為的に設置した餌の栄養の高さ
による要因や、本研究のようにカルシウムが多い甲殻類
の罠で捕獲されたと思われる。
　また、ミシシッピアカミミガメ以外の外来種として、
キンギョや特定外来生物に指定されているブルーギルが
捕獲されたことから、ミシシッピアカミミガメを含む種
の本調査地での定期的な調査や防除が必要な可能性も考
えられた。
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よこはま動物園および周辺におけるトンボ相　2022‒2023
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Research of Odonata in Yokohama Zoological Gardens and vicinity from 2022 to 2023

緒言

　生物多様性の損失は国内外の社会的な課題とされ、国
内では里地里山、企業緑地、社寺林などを活用した生物
多様性の保全と生態系の回復に向けた取り組みが期待さ
れている（環境省 , online）。横浜市は、里地里山など市
内における生物多様性の保全上重要な緑地を「緑の 10
大拠点」として位置づけ、次世代への自然資本の継承に
取り組んでいる（横浜市 , online a）。よこはま動物園を
有する横浜動物の森公園は、緑の 10大拠点の一つであ
る三保・新治地区の一角を占め、国や県が絶滅危惧種に
選定した動植物を含む在来種の生息地となっている（ユ
ーロフィン日本環境株式会社 , 2022）。また、よこはま
動物園内は、飼育動物の生息地を模した展示手法が取り
入れられ、樹林や草地と水域がつながる空間も多く配置
されている。これは水域を利用する生物にとってエコト
ーンとして機能し、開発により多くの水域が失われた横
浜市においては（横浜市 , online b）、貴重な生息空間と
なっている。
　水域を利用するトンボは、種によって生息環境が特異
的であるため、自然環境の水準を推定する指標として有
効である（横浜市公害研究所 , 1991; 長田ほか , 1993; 李
ほか , 2001）。これまで横浜動物の森公園内では、トンボ
相調査や水生生物調査が実施されている（松本 , 未発表 ; 
白石 , 2009; 内田ほか , 2017; ユーロフィン日本環境株式会
社 , 2022）。その結果、県内絶滅危惧種に選定された種も
確認され、これらの生物の生息地としての重要性も示さ
れている。しかし、これらの調査は限定的な場所と期間
であり、動物園内の網羅的なトンボ相調査は 15年以上
おこなわれていない。また、横浜動物の森公園内は今後
も開発が予定されており、自然環境保全を推進するうえ
で、指標生物を用いた継続的なモニタリングによる自然
環境評価が重要であると考える。
　そこで今回は、よこはま動物園および周辺のトンボ相
を明らかにし、過去の類似調査と比較することによって、

現状の自然環境の水準を把握することを目的として調査
をおこなった。

材料と方法

調査期間および方法

　調査対象は成虫および幼虫・羽化殻とした。調査は
2022年 1月から 2023年 12月にかけて、当該調査地の水
域を中心に 13区分にわけておこなった（図 1）。調査日時
および各調査地区分の調査回数は定めることはせず、調
査が可能な時に実施した（表 1）。
　記録方法は、調査対象地を踏査し、目視、採集およびデ
ジタルカメラ撮影により記録し、撮影画像は、神奈川県
立生命の星・地球博物館の昆虫写真資料（KPM-NKA）と
して登録した。現地での同定が困難な種については標本
を採取し、よこはま動物園内に保管した。また、種の配列、
同定、標準和名、学名、生息環境の表記については梅田
（2016）および尾園ほか（2022）にしたがった。
　神奈川県内および横浜市の記録についての情報は『神
奈川県レッドデータ生物調査報告書　2006』（苅部ほか , 
2006）、梅田（2016）にしたがった。また、記録表記にお
いて＋があるものは、2–4頭を 2＋、5–9頭を 5＋、10–14
頭を 10＋、15–19頭を 15＋、20–29頭を 20＋、30頭以
上を 30＋とした。なお、コシボソヤンマにおいては目視
での記録のみである。
　過去の調査記録との比較においては、類似の調査であ
った白石（2009）および松本（未発表）の 2006年、2007
年の記録を用いた。なお、増減の評価は、過去調査にお
ける「まれ」を 1–4頭、「局地的」「普通」を 5–19頭、「多
数」を 20＋として判断した。

調査地の概要

　調査地の全体を図 1に示す。また 13区分した各調査地
の概要は下記のとおりである（図 2）。

報　告
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1. ころころ池および自然体験林（図 2A, B）
　ころころ池（大池、水鳥の池）は、よこはま動物園
「わんぱくの森」エリアにある貯水量 4,746.3 m³、水深
1.063 m、滞水面積 3,875 m²の横浜動物の森公園 1-3遊水
池である。最長部分は 150 mほどで日当たりのよい開放
的な環境である。池内の植生はヨシ Phragmites australis、
ガマ Typha latifolia、ヒメガマ Typha domingensis、ハス
Nelumbo nucifera、園芸スイレン Nymphaea cv.が大半を占
め、夏期にはハスと園芸スイレンの繁茂により開放水面
がほぼ皆無となる。底質は泥が堆積し、池周囲にはミソ
ハギ Lythrum ancepsやミゾソバ Persicaria thunbergii、一

部にミクリ Sparganium erectumなどが生えている。その
他、外来種としては、ウシガエル Lithobates catesbeianus
やアメリカザリガニ Procambarus clarkiiが生息し、在来
種としては、アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus
やシュレーゲルアオガエル Zhangixalus schlegelii、モツ
ゴ Pseudorasbora parva、ゲンジホタル Nipponoluciola 
cruciata、コツブゲンゴロウ Noterus japonicus、カワニナ
Semisulcospira libertinaなどが確認されている。池の東側
は樹林地、西側は芝生広場となっている。
　自然体験林は、以前は薪炭林として利用されていた雑
木林を自然環境保全も視野に入れて整備されたエリアで

図1. 調査地概要 .
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ある。保全植物としてキンラン Cephalanthera falcata、ギン
ラン Cephalanthera erecta、カタクリ Erythronium japonicum
などがあり、自生と思われるものや移植されたものが混
在している。面積は約 4.3 ha、北側はシラカシ Quercus 
myrsinifoliaが優占し薄暗い環境である。その他部分も樹
木の大径木化に伴い全体的に薄暗い環境になっているが、
近年のナラ枯れの影響で、クヌギ Quercus acutissima、コナ
ラ Quercus serrataが伐採された箇所は明るい環境となって
いる。全体的に西向き斜面の立地になっており、最低点
には人工的な沢が造成されている。沢部分は長さ約 250 ⅿ
で、直接的な雨水以外の水の流入は、リサイクルプラント
側からの雨水由来の水が起点となっており、周囲の林か
らの湧水も流入している。上流には直径 3 ⅿ程の人工池が
配置されているが、泥が堆積し池としての機能は失われ、
ハンゲショウ Saururus chinensisが繁茂する。中流部は湿地
状でヨシ、ミゾソバなどが生育し、中流以降の沢周囲には
セキショウ Acorus gramineus、カキツバタ Iris laevigataなど
の植栽が施されている。湿地、沢部分ともに泥が堆積し
ており、設置当初と比して水量の低下も懸念されている。
南側の下流は、ころころ池と接続している。その他、外来
種としては、ころころ池同様の種が生息し、在来種とし
ては、ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus、
カワニナなどが確認されている。なお、2006年にミズカ
マキリ Ranatra chinensisが確認されているが（松本 , 未発
表）、2023年現在は確認されていない。

2. サバンナ池（図 2C）
　2015年に「アフリカのサバンナ」エリアの景観形成の
ために作られた人工池であり、2つの池を 1本の流れ込み
が接続させている。水循環はポンプによる循環がおこなわ
れている。水底部はすべてコンクリートで護岸されてい
る。植生は、周りの岸辺にヨシやカヤツリグサ類 Cyperus 
sp.などの植栽やハンノキ Alnus japonicaなどの樹木が施さ
れ、周辺は草地になっている。秋期から冬期に水抜きバキ
ューム清掃がおこなわれているため、堆積物は定期的に除
去されている状態である。なお、設置当初から継続的に

次亜塩素酸ナトリウムによる消毒がおこなわれていたが、
2022年 6月からは停止されている。その他、外来種とし
ては、ウシガエルが確認されており、在来種としては、シ
ュレーゲルアオガエル、ヤマアカガエル Rana ornativentris、
ハイイロゲンゴロウ Eretes griseusなどが確認されている。

3. アラースの谷（図 2D）
　「亜寒帯の森」エリアの中央に位置し、1999年のよこ
はま動物園開園時に造成された。大小 5つの人工池と沢、
湿地からなっている。水底部はコンクリート張りで浅く、
泥が堆積している。池内の植生はフトイ Schoenoplectus 
tabernaemontani、園芸スイレンなどが存在し、周辺は草地
的環境となっている。雨水の貯蓄により水量を保ち、規定
量以上増水すると排水溝から都岡町小川アメニティへと
流れる仕組みとなっている。例年 5月頃、最下部の池の
み水抜きバキューム清掃がおこなわれている。なお、2022
年 5月までは工業用水の補水、次亜塩素酸ナトリウムで
の消毒がおこなわれていたが、5月中旬以降は停止されて
いる。その他、外来種としては、ウシガエルやアメリカ
ザリガニが生息しており、在来種としては、マメゲンゴ
ロウ Agabus japonicusやハイイロゲンゴロウが確認されて
いる。

4. 山里遊水池（図 2E）
　1999年のよこはま動物園開園時に作成された貯水量
1,852.2 m³、水深 1.467 m、滞水面積 1,432.2 m²の横浜市動
物の森公園 2-2遊水池である。コンクリート擁壁に囲まれ
た池であり、水深の高低差が大きく、水深が比較的浅い
場所ではヨシなどが生えている。排水溝は都岡町小川ア
メニティと接続している。その他、外来種のウシガエル、
アメリカザリガニや、由来不明のコイ Cyprinus carpio、ド
ジョウMisgurnus anguillicaudatusなどが生息している。

5. ワニ池（図 2F）
　景観形成のために 1999年のよこはま動物園開園時に
作成された人工池であり、岸辺はすべてコンクリートで
護岸され、2つの池が橋の下を通した管により繋がって
いる。池の片側は樹木に覆われ、夏場にはアオミドロ類
Spirogyra sp.が水中に繁茂する。アオミドロ類や落葉の堆
積対策として夏季および秋季に池の水抜きバキューム清
掃がおこなわれている。その他、ウシガエルやアメリカ
ザリガニなどの外来種は確認されておらず、由来不明の
ミナミメダカ Oryzias latipesが確認されている。在来種と
しては、ヤマアカガエルが確認されている。

6. オカピ前池およびアカカワイノシシ前池（図 2G）
　小規模の 4つの池からなり、樹木に囲まれた暗めの
環境となっている。池内の植生は、ナガバミズアオイ
Pontederia cordataなどが植栽され、一部の池にはシャジ
クモ Chara brauniiも生育している。水抜きバキューム清
掃は冬季に実施されている。その他、外来種としては、ウ

表1. 調査地ごとの調査回数

調査地 調査回数
ころころ池・自然体験林 65
サバンナ池 45
アラースの谷 6
山里遊水池 9
ワニ池 15
オカピ前池・イノシシ前池 16
ツルモート 11
西側遊水池 81
西側水路・川井宿町小川アメニティ 15
北側遊水池 3
都岡町小川アメニティ 16
旭陵高校遊水池 13
その他 70
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図 2. 各調査地の環境 . A: ころころ池 ; B: 自然体験林 ; C: サバンナ池 ;  D: アラースの谷 ;  E: 山里遊水池 ;  F: ワニ池 ; 
G: オカピ前池 ;  H: ツルモート ;  I: 西側遊水池 ;  J: 川井宿町小川アメニティ;  K: 北側遊水池 ; L: 都岡町小川アメ
ニティ; M: 旭陵高校遊水池 .
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シガエルが確認されており、在来種としては、ヤマアカ
ガエルやシュレーゲルアオガエルなどが確認されている。

7. ツルモート（図 2H）
　2カ所あり、それぞれタンチョウとマナヅルの展示場の
水モートである。周囲の樹木の存在により、やや薄暗い環
境となっている。池内の植生はヨシなどの抽水植物が配
置され、池内にはアイノコイトモ Potamogeton × orientalis
であろう植物も存在している。近年は定期的（8月、2月）
な水抜きバキューム清掃が実施されている。また近隣での
高病原性鳥インフルエンザ発生時には防疫として落水さ
れている。その他、外来種としてはウシガエルが確認され、
在来種としてはヤマアカガエルが確認されている。

8. 西側遊水池（図 2I）
　貯水量 5,580 m³、水深 3.991 m、滞水面積 383.7 m²の
横浜市動物の森公園 3-1遊水池である。周囲はススキ
Miscanthus sinensisなどの植物で覆われており、池内の植生
はヒメガマとヨシが優占し、イトモ Potamogeton berchtoldii
も生育している。明るい開放的水域で、底質は泥が堆積し
湿地状態となっている。猛暑や雨量の少ない時期には水
域が消失することもある。その他、外来種としては、ウ
シガエルが確認されており、在来種としては、アズマヒ
キガエルやヤマアカガエル、ハイイロゲンゴロウ、マメ
ゲンゴロウ、ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalisなどが確認
されている。

9. 西側水路および川井宿町小川アメニティ（図 2J）
　帷子川水系に接続する源流域で、細い小川となってい
る。隣接した杉林から湧水があり、樹林により暗めの環
境になっている。また、西側遊水池からの排水が接続し
ている。その他、外来種としては、アメリカザリガニが
少数確認されており、在来種としては、アズマヒキガエ
ルやヤマアカガエル、ホトケドジョウ Lefua echigonia、カ
ワニナなどが確認されている。

10. 北側遊水池（図 2K）
　周囲を杉林、竹林および雑木林で囲まれた谷戸地にある
梅田川の源流部で、林から湧水が幾筋かの小川となって湿
地を形成している。池内の植生は、ヨシなどが繁茂して
いる。その他、外来種としてはウシガエルが生息しており、
在来種としてはホトケドジョウが多数確認されている。

11. 都岡町小川アメニティ（図 2L）
　自然環境保全を目的として小川、ワンド、池が造成さ
れている。林からの湧水や山里遊水池、アラースの谷の
水が流れ込む。植生は、ヨシ、オランダガラシ Nasturtium 
offi  cinale、カワモズク類などが生育している。その他、外
来種としては、ウシガエルやアメリカザリガニが生息し
ており、在来種としては、アズマヒキガエルやオイカワ
Opsariichthys platypus、カワニナなどが確認されている。な

お、2022年 5月に高濃度の次亜塩素酸ナトリウム溶液が
下流の池部に流れ込む事象が発生している。

12. 旭陵高校遊水池（図 2M）
　貯水量 3,447.0 m³、水深 1.65 m、池底面積 3,547.0 m²の
旭陵高等学校雨水調整池である。池内の植生は、ヨシ、
ヒメガマが優占し南側にはヤナギ類が生育している。そ
の他、外来種としては、ウシガエルが生息しており、在
来種としては、コツブゲンゴロウ、ハイイロゲンゴロウ、
キベリヒラタガムシ Enochrus japonicusが確認されている。

13. その他
　その他の調査地は、飼育動物舎および展示場周辺、駐
車場、管理用通路など上記 12カ所以外の横浜動物の森公
園内全域を含んでいる。

 結果

　7科 35種のトンボ目を確認した（表 2）。確認種の概
要を下記に示す。なお、『神奈川県レッドデータ生物調
査報告書　2006』に掲載されている種（以下、レッドリ
スト掲載種）の場合は、学名の後にレッドリスト上の
ランクを記した。また横浜市における生息状況も梅田
（2016）にしたがい記した。図はレッドリスト掲載種を
中心に抜粋して掲載した。

アオイトトンボ科
Family Lestidae

1. アオイトトンボ  Lestes sponsa (Hansemann, 1823)
（横浜市では局所的）（図 3A）
写真資料：KPM-NKA 31684、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ池）、2023年 10月 10日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 11月にかけて、ころころ池・自然体
験林、西側遊水池、西側水路、サバンナ池、その他（サ
バンナ草原エリア他）の 5地点で確認した。特にサバン
ナ池、西側遊水池では 9月下旬から 10月上旬に 20頭以
上を確認し、サバンナ池では 6月下旬に羽化殻も確認し
た。過去の調査では、ころころ池、西側遊水池で成虫が
確認されていた。

2. オオアオイトトンボ  Lestes temporalis Selys,1883
写真資料：KPM-NKA 31685、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ池）、2023年 10月 10日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 12月にかけて広範囲の場所で確認
した。特に 5月下旬から 7月上旬の羽化期と 10月中旬
の繁殖期には複数地点で 10頭以上を確認した。幼虫は、
3月下旬から 7月中旬に複数の調査地で確認し、特にワ
ニ池、オカピ前池では多数を確認した。過去の調査では
ころころ池などで成虫が確認されていた。
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カワトンボ科
Family Calopterygidae

3. ニホンカワトンボ　Mnais costalis Selys, 1869
（準絶滅危惧 , 横浜市では北部地域のみに生息）（図 3B）
写真資料：KPM-NKA 31682、神奈川県横浜市（都岡町
小川アメニティ）、2022年 5月 15日、有馬撮影。
　流水に生息する種で、成虫は、4月から 5月にかけて
北側遊水池、川井宿町小川アメニティ、都岡町小川アメ
ニティ、その他（里山ガーデンエリア付近）の 4地点で
確認した。特に川井宿町小川アメニティでは 4月下旬に
最多の 9頭を確認し、幼虫も 10月中旬に確認した。過

去の調査では、北側遊水池および西側遊水池で成虫が確
認されていた。

4. ハグロトンボ　Atrocalopteryx atrata (Selys, 1853)
（要注意 , 横浜市では 1990年代中盤から生息範囲拡大）
（図 3C）
写真資料：KPM-NKA 31683、神奈川県横浜市（横浜動
物の森公園・西側遊水池）、2023年 6月 26日、有馬撮影。
　流水に生息する種で、成虫は、6月から 9月にかけて
都岡町小川アメニティ、川井宿町小川アメニティ、山里
遊水池、西側遊水池、旭陵高校遊水池の 5地点で確認し
た。特に都岡町小川アメニティでは 7月中旬から 8月中

図 3. 確認したトンボ類 . A: アオイトトンボ , KPM-NKA 31684; B: ニホンカワトンボ , KPM-NKA 31682; C: ハグロトンボ , KPM-NKA 31683; 
D: キイトトンボ , KPM-NKA 31689; E: クロイトトンボ , KPM-NKA 31688; F: ホソミイトトンボ , KPM-NKA 31690; G: ヤマサナエ KPM-
NKA 31698; H: チョウトンボ , KPM-NKA 31703; I: ナツアカネ , KPM-NKA 31712.
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旬に 10頭以上を確認し、幼虫も 6月中旬に確認した。
過去の調査では未確認であった。

イトトンボ科
Family Coenagrionidae

5. キイトトンボ  Ceriagrion melanurum Selys, 1876 
（絶滅危惧 IB類）（図 3D）
写真資料：KPM-NKA 31689、神奈川県横浜市（横浜動
物の森公園・西側遊水池）、2023年 6月 24日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 9月にかけて広範囲で確認した。特
に西側遊水池、サバンナ池、旭陵高校遊水池では 7月上・
中旬に 50頭以上を確認し、2月中旬から 6月下旬には
幼虫も確認した。過去の調査では、西側遊水池で多数の
成虫が確認されていた。

6. クロイトトンボ  Paracercion calamorum (Ris, 1916)
（要注意）（図 3E）
写真資料：KPM-NKA 31688、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2023年 8月 10日、有馬撮影。
　成虫は、2023年 6月および 8月に、ころころ池で 1♂
を確認したが、その他の地点では確認できなかった。過
去の調査では、ころころ池で 10頭の成虫が確認されて
いた。

7. ホソミイトトンボ  Aciagrion migratum (Selys, 1876)
（情報不足 , 横浜市では近年進出し増加傾向）（図 3F）
写真資料：KPM-NKA31690、神奈川県横浜市（よこはま
動物園・サバンナ池）、2023年 6月 24日、有馬撮影。　
　成虫は、4月から 11月にかけて、ころころ池・自然体
験林、サバンナ池、アラースの谷、西側遊水池、都岡町
小川アメニティ、その他（サバンナ草原エリア）の 6地
点で確認した。特にサバンナ池では 4月下旬に 20頭以
上を確認した。過去の調査では未確認であった。

8. アオモンイトトンボ  Ischnura senegalensis (Rambur, 1842) 
写真資料：KPM-NKA 31687、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ池）、2023年 6月 17日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 10月にかけて、ころころ池、サバン
ナ池、その他（サバンナ草原エリア）の 3地点で確認し
た。特にサバンナ池では5月中旬に20頭以上を確認した。
幼虫は、9月上旬に旭陵高校遊水池で確認した。過去の
調査では、ころころ池で多数の成虫が確認されていた。

9. アジアイトトンボ  Ischnura asiatica (Brauer, 1865) 
写真資料：KPM-NKA 31686、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2023年 10月 6日、有馬撮影
　成虫は、4月から 10月にかけて、ころころ池、サバン
ナ池、西側遊水池、都岡町小川アメニティ、旭陵高校遊
水池、その他（管理棟駐車場）の 6地点で確認した。特
にサバンナ池では 9月中旬に 30頭以上を確認した。過

去の調査では、ころころ池などで少数の成虫が確認され
ていた。

ヤンマ科
Family Aeshnidae

10. コシボソヤンマ  Boyeria maclachlani (Selys, 1883)
（要注意）
　流水に生息する種で、成虫は未確認。幼虫は、自然体
験林（2023年 11月 10日、有馬目視）、西側水路・川井
宿町小川アメニティ（2023年 10月 18日、梅田目視）で
確認した。過去の調査では未確認であった。

11. マルタンヤンマ  Anaciaeschna martini (Selys, 1897)
写真資料：KPM-NKA 31695、神奈川県横浜市（横浜動
物の森公園・里山ガーデンエリア）、2023年 6月 23日、
七里撮影。
　成虫は、6月および 8月に、ころころ池、西側遊水池、
その他（里山ガーデンエリア付近）の 3地点で確認した。
幼虫は未確認だったが、羽化殻を 6月中・下旬にオカピ
前池、西側遊水池で確認し、特にオカピ前池では 10頭
以上を確認した。過去の調査では未確認であった。

12. ヤブヤンマPolycanthagyna melanictera (Selys, 1883)
写真資料：KPM-NKA 31696、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ツルモート）、2023年 8月 8日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 9月にかけて、ころころ池・自然体
験林、ツルモート、西側遊水池、その他（レッサーパン
ダモートなど）の 4地点で確認した。ツルモートでは 8
月上旬に産卵を確認した。幼虫および羽化殻は 6月上旬
にレッサーパンダモートで確認した。過去の調査では未
確認であった。

13. ギンヤンマ Anax parthenope (Selys, 1839)
写真資料：KPM-NKA 31692、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2023年 9月 12日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 11月にかけて広範囲で確認した。特
にころころ池では 9月中旬に 10頭以上を確認した。幼
虫は、複数の地点で確認し、特にサバンナ池では 7月下
旬から9月上旬に10頭以上を確認した。過去の調査では、
ころころ池などでごく普通に成虫が見られていた。

14. クロスジギンヤンマAnax nigrofasciatus Oguma, 1915
写真資料：KPM-NKA 31693、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ツルモート）、2023年 4月 17日、有馬撮影。
　成虫は、4月から 6月にかけて、ころころ池、サバン
ナ池、アラースの谷、山里遊水池、西側遊水池、都岡町
小川アメニティ、その他（里山ガーデンエリア付近）の
7地点で確認した。幼虫は、2月中旬にツルモートで多
数を確認した。過去の調査では、確認場所、個体数の詳
細は不明だが成虫が確認されていた。
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サナエトンボ科
Family Gomphidae

15. コオニヤンマ Sieboldius albardae Selys, 1886
写真資料：KPM-NKA 31697、神奈川県横浜市（横浜動物
の森公園・西側遊水池）、2023年 6月 24日、有馬撮影。
　流水に生息する種で、成虫は、6月から 7月にかけて、
自然体験林、西側遊水池、都岡町小川アメニティの 3地
点で確認した。過去の調査では未確認であった。

16. ヤマサナエ Asiagomphus melaenops (Selys, 1854)
（要注意）（図 3G）
写真資料：KPM-NKA 31698、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・自然体験林）、2022年 6月 19日、有馬撮影。
　流水に生息する種で、成虫は、5月から 6月にかけて、
ころころ池・自然体験林、アラースの谷、西側遊水池、
山里遊水池、川井宿町小川アメニティ、その他（シマウマ・
エランド舎付近）の 6地点で確認した。幼虫は、ころこ
ろ池・自然体験林、西側水路・川井宿町小川アメニティ、
都岡町小川アメニティで通年確認し、特に西側水路・川
井宿町小川アメニティで 10頭以上を確認した。過去の
調査では未確認であった。

オニヤンマ科
Family Cordulegastridae

17. オニヤンマ Anotogaster sieboldii (Selys, 1854)
写真資料：KPM-NKA 31691、神奈川県横浜市（よこはま
動物園・自然体験林）、2022年 4月 25日、有馬撮影（幼虫）。
　流水に生息する種で、成虫は、6月から 9月にかけて
ころころ池・自然体験林、西側水路、その他（動物病院
付近など）の 3地点で確認した。確認個体数は少なかっ
た。幼虫は、通年を通して自然体験林、西側水路・川井
宿町小川アメニティ、都岡町小川アメニティで確認し、
特に西側水路・川井宿町小川アメニティでは 10月に 10
頭以上を確認した。過去の調査では、ころころ池・自然
体験林で幼虫が確認され、成虫も確認場所の詳細は不明
だが、ごく普通に見られていた。

トンボ科
Family Libellulidae

18. チョウトンボ Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883
（絶滅危惧 IB類 , 横浜市では局所的）（図 3H）
写真資料：KPM-NKA 31703、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2023年 7月 21日、有馬撮影。
　成虫は、2023年 7月にころころ池で少数を確認した。
過去の調査では、ころころ池、西側遊水池で成虫が確認
され、ころころ池では 10頭以上が確認されていた。

19. ナツアカネSympetrum darwinianum (Selys, 1883)
（要注意）（図 3I）
写真資料：KPM-NKA 31712、神奈川県横浜市（横浜動物
の森公園・西側遊水池）、2023年 10月 1日、有馬撮影。
　成虫は、9月と 10月にころころ池、西側遊水池の 2
地点で少数を確認し、西側遊水池では 10月上旬に連結・
産卵も確認した。過去の調査において、詳細は不明だが、
ごく普通に成虫が見られていた。

20. リスアカネ  Sympetrum risi Bartenev, 1914
（要注意 , 横浜市では局所的）（図 4A）
写真資料：KPM-NKA 31714、神奈川県横浜市（横浜動
物の森公園・西側遊水池）、2023年 9月 16日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 11月にかけて、ころころ池、サバン
ナ池、ワニ池、オカピ前池・イノシシ前池、西側遊水池、
その他（シマウマ・エランド舎前など）の 6地点で確認
した。特に西側遊水池では、8月上旬から 10月中旬に
10頭以上を確認した。幼虫は、6月下旬にワニ池、オカ
ピ前池で確認した。過去の調査では未確認であった。

21. ノシメトンボSympetrum infuscatum (Selys, 1883)
（図 4B）
写真資料：KPM-NKA 31711、神奈川県横浜市（横浜動物
の森公園・西側遊水池）、2022年 9月 28日、有馬撮影。
　成虫は、2022年 9月と 10月に、ころころ池、西側遊
水池の 2地点で確認し、個体数は各地点 1♂のみであっ
た。2023年は未確認。過去の調査において、詳細は不
明だが、少数の成虫が確認されていた。

22. アキアカネ Sympetrum frequens (Selys, 1883) 
写真資料：KPM-NKA 31709、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ草原エリア）、2023年 9月 24日、有
馬撮影。
　成虫は、6月から 12月にかけて、ころころ池、サバ
ンナ池、西側遊水池、都岡町小川アメニティ、その他（サ
バンナ草原エリアなど）の 5地点で確認した。特にサバ
ンナ草原エリアでは、10月上旬に 30頭以上を確認した。
幼虫は、6月上旬から 8月中旬にサバンナ池、旭陵高校
遊水池、レッサーパンダモートで確認した。過去の調査
において、詳細は不明だが、ごく普通に成虫が見られて
いた。

23. コノシメトンボ Sympetrum baccha (Selys, 1884)
写真資料：KPM-NKA 31710、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ池）、2023年 10月 10日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 11月にかけて、ころころ池・自然体
験林、サバンナ池、都岡町小川アメニティの 3地点で確
認した。確認個体数は各地点 1♂のみであった。幼虫は
5月下旬にワニ池で確認した。過去の調査において、詳
細は不明だが、少数の成虫が確認されていた。
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24. マユタテアカネSympetrum eroticum (Selys, 1883)
（要注意）（図 4C）
写真資料：KPM-NKA 31713 、神奈川県横浜市（川井宿
町小川アメニティ）、2023年 10月 14日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 12月にかけて、広範囲で確認した。
特にころころ池、西側遊水池では、7月中旬から 11月上
旬に 10頭以上を確認した。幼虫は、6月下旬にワニ池、
オカピ前池で確認し、羽化殻は、6月下旬にサバンナ池、
9月中旬に西側遊水池で確認した。過去の調査において、
ころころ池で成虫が確認されていた。

25. ミヤマアカネ Sympetrum pedemontanum (Müller 
in Allioni, 1766)
（準絶滅危惧）（図 4D）
写真資料：KPM-NKA 31716 、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ草原エリア）、2023年 10月 14日、
有馬撮影。
　流水に生息する種で、成虫は、2023年 10月にサバン
ナ草原エリアで 1♂を確認した。過去の調査では未確認
であった。

図 4. 確認したトンボ類 . A: リスアカネ , KPM-NKA031714; B: ノシメトンボ , KPM-NKA 31711; C: マユタテアカネ , KPM-NKA031713; D: ミヤマ
アカネ , KPM-NKA 31716; E: コフキトンボ , KPM-NKA 31702; F: ハラビロトンボ , KPM-NKA 31707; G: シオヤトンボ KPM-NKA31699; H: 
ヨツボシトンボ , KPM-NKA 31704.
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26. ネキトンボ Sympetrum speciosum Oguma, 1915
写真資料：KPM-NKA 31715 、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 9月 30日、有馬撮影。
　成虫は、9月と 10月にころころ池で 1♂を確認した。
幼虫は、6月下旬にワニ池で確認した。羽化殻は、6月
下旬にサバンナ池、7月下旬にワニ池で確認した。過去
の調査において、詳細は不明だが、ころころ池で成虫が
確認されていた。

27. コシアキトンボPseudothemis zonata (Burmeister,1839)
写真資料：KPM-NKA 31705、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 7月 22日、有馬撮影。
　成虫は、6月から 9月にかけて、ころころ池、ワニ池、
ツルモート、山里遊水池、都岡町小川アメニティの 5地
点で確認した。特に、ころころ池では 7月下旬に 10頭
以上を確認し、10月中旬に幼虫も確認した。過去の調
査では、ころころ池で多数の成虫が確認されていた。

28. コフキトンボ Deielia phaon (Selys, 1883)
（要注意 , 横浜市ではやや局所的）（図 4E）
写真資料：KPM-NKA 31702、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 6月 27日、太田撮影。
　成虫は、2022年 6月にころころ池で 1♀を確認したが、
2023年には未確認。過去の調査では、ころころ池など
で多数の成虫が確認されていた。

29. ショウジョウトンボ Crocothemis servilia (Drury, 1773)
写真資料：KPM-NKA 31706、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ池）、2023年 7月 28日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 9月にかけて広範囲で確認した。特
に、ころころ池、サバンナ池では 7月中旬から 8月下旬
に 10頭以上を確認し、サバンナ池では幼虫も 4月上旬
に多数確認した。過去の調査では、ころころ池などで多
数の成虫が確認されていた。

30. ウスバキトンボ Pantala fl avescens (Fabricius, 1798)
写真資料：KPM-NKA 31708、神奈川県横浜市（横浜動物
の森公園・西側遊水池）、2023年 8月 31日、有馬撮影。
　成虫は、7月から 10月にかけて、ころころ池、サバン
ナ池、西側遊水池、旭陵高校遊水池、その他（サバンナ
草原エリアなど）の 5地点で確認した。特に、ころころ
広場やサバンナ草原エリアでは、8月中旬から 9月下旬
に 10頭以上を確認した。幼虫は、9月上旬にサバンナ池、
旭陵高校遊水池で確認した。過去の調査において、詳細
は不明だが、ごく普通に成虫が見られていた。

31. ハラビロトンボ Lyriothemis pachygastra (Selys, 1878)
（要注意）（図 4F）
写真資料：KPM-NKA 31707、神奈川県横浜市（横浜動物
の森公園・西側遊水池）、2023年 7月 19日、有馬撮影。
　成虫は、4月から 9月にかけて、ころころ池、サバン

ナ池、西側遊水池、西側水路、その他（里山ガーデンエ
リア付近など）の 5地点で確認した。特に西側遊水池で
は 5月中旬から 6月中旬に 30頭以上を確認し、幼虫も
10月および 12月に確認した。過去の調査では未確認で
あった。

32. シオカラトンボOrthetrum albistylum (Selys, 1848)
写真資料：KPM-NKA 31700、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・サバンナ草原エリア）、2023年 9月 14日、有
馬撮影。
　成虫は、4月から 10月にかけて、広範囲で確認した。
また出現期間中には、複数個所で 10頭以上を確認した。
幼虫は、ころころ池・自然体験林、サバンナ池、西側遊
水池で確認した。過去の調査では、ころころ池などで多
数の成虫が確認されていた。

33. シオヤトンボOrthetrum japonicum (Uhler, 1858)
（要注意 , 横浜市では局所的）（図 4G）
写真資料：KPM-NKA 31699、神奈川県横浜市（横浜動
物の森公園・北側遊水池）、2022年 5月 7日、有馬撮影。
　成虫は、4月から 8月にかけて、ころころ池・自然体
験林、アラースの谷、西側遊水池、川井宿町小川アメニ
ティ、都岡町小川アメニティ、北側遊水池、その他（里
山ガーデンエリア付近など）の 7地点で確認した。特に、
北側遊水池では 5月下旬、里山ガーデンエリアでは 8月
上旬に 10頭以上が確認された。過去の調査では、詳細
は不明だが、ごく普通に成虫が見られていた。

34. オオシオカラトンボOrthetrum melania (Selys, 1883)
写真資料：KPM-NKA 31701、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2023年 6月 19日、有馬撮影。
　成虫は、5月から 10月にかけて、広範囲で確認した。
特にころころ池では 6月下旬に 20頭以上を確認した。過
去の調査では、ころころ池などで多数が確認されていた。

35. ヨツボシトンボ Libellula quadrimaculata Linnaeus, 1758
（絶滅危惧 II類 , 横浜市では数カ所で散発的）（図 4H）
写真資料：KPM-NKA 31704 、神奈川県横浜市（よこは
ま動物園・ころころ池）、2022年 5月 22日、鈴木撮影。
　成虫は、2022年 5月にころころ池、西側遊水池で少
数を確認したが、2023年には未確認。過去の調査では
未確認であった。

　確認種数は、ころころ池・自然体験林が最も多く（32
種）、次いで西側遊水池（24種）、サバンナ池および都
岡町小川アメニティ（19種）であった。北側遊水池は
最も少なかった（5種）。8地点以上の広範囲で確認され
た種は、オオアオイトトンボ、キイトトンボ、ギンヤン
マ、クロスジギンヤンマ、マユタテアカネ、ショウジョ
ウトンボ、シオカラトンボ、オオシオカラトンボの 8種
であった。1地点のみで確認された種はクロイトトンボ、
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虫のみ確認）、ヤマサナエ、チョウトンボ、ナツアカネ、
ミヤマアカネ、コフキトンボの 7種であった。
　過去の調査（2006年、2007年）との比較において、
新たに確認された種は、ハグロトンボ、ホソミイトトン
ボ、コシボソヤンマ、マルタンヤンマ、ヤブヤンマ、コ
オニヤンマ、ヤマサナエ、リスアカネ、ミヤマアカネ、
ハラビロトンボ、ヨツボシトンボの 11種であった（表
3）。一方、今回の調査で確認されなかった種は、カトリ
ヤンマ Gynacantha japonica Bartenef, 1909、ウチワヤン
マ Sinictinogomphus clavatus (Fabricius, 1775)、オオヤマト
ンボ Epophthalmia elegans (Brauer, 1865)、マイコアカネ
Sympetrum kunckeli (Selys, 1884)の 4種であった。確認個
体数が増加した種は、キイトトンボ、アジアイトトンボ
の 2種であった。一方、減少した種は、クロイトトンボ、
オニヤンマ、チョウトンボ、ナツアカネ、ノシメトンボ、
コノシメトンボ、ネキトンボ、コフキトンボの 8種であ
った。

 考察

　本研究の目的は、よこはま動物園および周辺のトンボ
相を明らかにし、過去の類似調査と比較することで、現
状の自然環境の水準を把握することであった。
　梅田（2016）によれば、横浜市内では 59種のトンボ
が生息しているとされている。今回の調査では、35種
を確認し、よこはま動物園および周辺は市内の 6割近く
の種が生息していることが明らかとなった。また、レッ
ドリスト掲載種も 16種を確認し、神奈川県内の絶滅危
惧種の生息地としても重要な場所といえるであろう。特
に、キイトトンボ（絶滅危惧 IB類）は多数および広範
囲に生息していることが明らかとなった。また、マユタ
テアカネやハラビロトンボなども多数を確認した。一方、
クロイトトンボ、チョウトンボ、コフキトンボなどは少
数の確認に留まり、過去（2006年、2007年）の調査と
比較しても減少していることが明らかとなった。
　調査地別では、ころころ池および自然体験林で最も多
くの 32種（レッドリスト掲載種 13種）を確認した。こ
れは、水域の広さ、止水域、流水域があり、環境の多様
さが寄与していると考えられる。一方、キイトトンボ、
マユタテアカネ、シオヤトンボ以外のレッドリスト掲載
種の確認個体数は少なく、これらの種にとって適した環
境が維持できているとは言い難い。このことは、過去の
調査において、クロイトトンボやチョウトンボ、コフキ
トンボが多数確認されていたことからも環境の劣化（変
化）が裏付けられるだろう。また、「明るく開放的な深
みのある池」を好むウチワヤンマやオオヤマトンボなど
は確認できなかった。これらの個体数、種の減少は、ハ
ス・園芸スイレン・ガマ類の繁茂による開放水面の減少、
遷移による水深の浅化、ウシガエルやアメリカザリガニ
による影響が要因となっている可能性がある。
　西側遊水池では 24種を確認し、そのうちの約半数が

表 3. 本研究における調査（2022‒2023）と過去調査の比較
神奈川県 RL    2006*  2007* 2022–2023

アオイトトンボ 〇普通 〇 〇 22
オオアオイトトンボ 〇 〇 20＋
ニホンカワトンボ 準絶滅危惧 〇局地的 〇 〇 9
ハグロトンボ 要注意 〇 11
キイトトンボ 絶滅危惧 IB 〇局地的 〇 2 〇 91
クロイトトンボ 要注意 〇 10 〇 1
ホソミイトトンボ DD 〇 20＋
アオモンイトトンボ 〇多数 〇 20＋
アジアイトトンボ 〇まれ 〇 1 〇 30＋
コシボソヤンマ 要注意 〇 **5＋
カトリヤンマ 準絶滅危惧 〇 1
マルタンヤンマ 〇 1
ヤブヤンマ 〇 1
ギンヤンマ 〇普通 〇 5以上 〇 10＋
クロスジギンヤンマ 〇 〇 3
ウチワヤンマ 〇局地的 〇 5
コオニヤンマ 〇 1
ヤマサナエ 要注意 〇 3
オニヤンマ 〇普通 〇 〇 1
オオヤマトンボ 〇 5
チョウトンボ 絶滅危惧 IB 〇局地的 〇 10–20 〇 3
ナツアカネ 要注意 〇普通 〇 2＋
リスアカネ 要注意 〇 10＋
ノシメトンボ 〇普通 〇 2＋
アキアカネ 〇普通 〇 〇 30＋
コノシメトンボ 〇普通 〇 1
マユタテアカネ 要注意 〇普通 〇 20＋
マイコアカネ DD 〇 1
ミヤマアカネ 準絶滅危惧 〇 1
ネキトンボ 〇普通 〇 〇 1
コシアキトンボ 〇多数 〇 12
コフキトンボ 要注意 〇多数 〇 1
ショウジョウトンボ 〇普通 〇 〇 15＋
ウスバキトンボ 〇普通 〇 20＋
ハラビロトンボ 要注意 〇 30＋
シオカラトンボ 〇普通 〇多数 〇 23
シオヤトンボ 要注意 〇普通 〇 〇 10＋
オオシオカラトンボ 〇普通 〇多数 〇 28
ヨツボシトンボ 絶滅危惧Ⅱ 〇 5＋
確認種数 20 22 35
*2006年および 2007年の記録は白石（2009）および松本（未発表）
による；**コシボソヤンマについては幼虫の確認数 ; 本研究の記
録表記において＋があるものは , 2–4頭を 2＋ , 5–9頭を 5＋ ,10–14
頭を 10＋ , 15–19頭を 15＋、20–29頭を 20＋、30頭以上を 30
＋とした ; 過去調査における「まれ」は 1–4頭 , 「局地的」「普通」
は 5–19頭 , 「多数」は 20＋頭以上にあたる .

チョウトンボ、ミヤマアカネ、コフキトンボの 4種であ
った。
　レッドリスト掲載種は 16種であった。レッドリスト
掲載種の種数が最多だった調査地は、ころころ池・自然
体験林であり（13種）、次いで西側遊水池であった（10
種）。一方、各種の最多個体数は西側遊水池が最も多く（7
種）、次いで、ころころ池・自然体験林および西側水路・
川井宿町小川アメニティ（3種）であった。調査 1回あ
たり成虫が 10頭以上確認された種はハグロトンボ、キ
イトトンボ、ホソミイトトンボ、リスアカネ、マユタテ
アカネ、ハラビロトンボ、シオヤトンボの 7種であった。
5頭以下の確認種はクロイトトンボ、コシボソヤンマ（幼
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レッドリスト掲載種であった。さらに、レッドリスト掲
載種の 7種が最多確認個体数を記録しており、キイトト
ンボ、マユタテアカネ、ハラビロトンボなどは多数を確
認した。これらの種は幼虫も確認し、生息環境として有
効に機能していることがうかがえる。一方、過去の調査
では見られていたチョウトンボは確認できなかった。こ
のことは約 15年の間に池から湿地に遷移が進行してい
ることを示唆している。現状の西側遊水池は水量が少な
い時期や猛暑時には水が枯れてしまう。ハラビロトンボ
は一時的に水が枯れるような水域でも生存が可能な種で
あり、キイトトンボも比較的乾燥に強い種である。しか
し、今後これ以上の乾燥化が進むと、これらの種の存続
も難しくなる可能性がある。また 2022年には確認できた
ヨツボシトンボは 2023年に確認できなかった。これも乾
燥化が進んだ影響の可能性が高い。今後は、保全管理目
標を設定し、水生植物堆積にともなう浅化などに対して、
遷移を止めるような整備を入れる必要があるだろう。
　サバンナ池では 18種を確認した。キイトトンボ、ア
オイトトンボを多数確認し、幼虫も確認した。これらは
距離の近い西側遊水池由来と考えられ、乾燥化が進んで
いる西側遊水池の機能を補完する存在になっていると考
えられ、これらの種が存続するうえでも有効な水域とな
っていくと考えられる。また、今回の調査で確認したイ
トトンボ類のうちクロイトトンボを除く種を確認してお
り、イトトンボ類の生息環境として効果的に機能してい
ることがうかがえる。
　都岡町小川アメニティでは 19種を確認した。流水性
のハグロトンボに関しては 10頭以上を確認し、幼虫も
確認しているため、一定数は定着していることがうかが
える。一方、その他の種の個体数は少なく、十分に環境
のポテンシャルが活かされているとは言い難い。池部に
はウシガエルやアメリカザリガニが生息しており、それ
らの影響もあるのかもしれない。また、2022年には高
濃度の次亜塩素酸ナトリウム溶液が流れ込んだため、影
響の有無もモニタリングしていく必要がある。
　同じく流水域である西側水路・川井宿町小川アメニテ
ィでは、ハグロトンボは少数であったが、ニホンカワト
ンボは最も多くの個体数を確認し、コシボソヤンマ、ヤ
マサナエ、オニヤンマの幼虫も最多の個体数を確認した。
流水性のトンボ類にとって重要な生息地となっており、
ホトケドジョウも生息することからも、市内に現存する
数少ない源流域として保全していくことが望まれる。
　北側遊水池の確認種数は最も少なかったが、これは調
査回数が少なかったためであろう。シオヤトンボやニホ
ンカワトンボなど、レッドリスト掲載種も生息しており、
今後さらに調査を進めていく必要がある。
　レッドリスト掲載種において、広域に確認されたのは
キイトトンボとマユタテアカネであった。このことから、
現状ではこれらの種に適した環境が園内およびその周辺
でネットワーク状に維持されていると考えられる。一方、
クロイトトンボ、チョウトンボ、ミヤマアカネ、コフキ

トンボは 1地点のみでの確認であった。ミヤマアカネは、
調査地内に幼虫に適した環境が見受けられず、周辺の河
川などから飛来したと推察される。その他の 3種は、こ
ろころ池で確認しており、過去に多数を確認した際の環
境を目標に整備するのか、あるいは別の場所を新たに創
出するのかなど、これらの種が好む環境の維持・拡充に
向けた検討が必要であろう。
　過去の調査（2006年、2007年）との比較において、
新確認種は 11種であった。これらの種の多くは調査場
所、時期、頻度の違いによる影響である可能性がある。
ただし、ホソミイトトンボは近年横浜市内に広がってき
た種であるため（梅田 , 2016）、以前の調査時には生息し
ていなかった可能性が高い。また、ヨツボシトンボおよ
びハラビロトンボは、過去の調査地で当時は記録されて
いなかった西側遊水池で新たに確認されており、両種が
好む湿地環境に遷移したことで定着した可能性がある。
またリスアカネは「周囲を樹林で囲まれた池」を好むた
め、そのような環境が増加したことにより定着した可能
性がある。増加したアジアイトトンボは、サバンナ池で
多数が確認されており、サバンナ池の造成が効果的に働
いたのかもしれない。
　確認できなかった種および減少した種は 12種であっ
た。このことはこれらの種に適した環境が消失もしくは
劣化した可能性が示唆される。これら多くの種は、前述
のとおり、植物の繁茂、遷移による水深の浅化、外来生
物の侵入などが影響しているものと考えられる。ただし、
マイコアカネは過去の調査においても一度確認されたの
みであり、当時から生息数、発生数は少なかったと考え
られており（白石 , 2009）、現在横浜市内では絶滅した
可能性が高いといわれている（梅田 , 未発表）。また、カ
トリヤンマは、2021年に近隣の新治市民の森で 1個体、
緑区台村町で複数個体が確認されているものの、少なく
とも緑区台村町では 2022年、2023年に確認は無く（七
里 , 私信）、付近で安定的に見られる状況ではないよう
である。
　今回の調査において、各調査地での調査回数や調査時
期の違い、発生場所の確認などの課題があり、現状把握
としての限界がある。特に幼虫や羽化殻に関するデータ
は不足しており、発生場所や生息環境の詳細な把握には
さらなる調査が必要である。また、調査地を含む周辺で
は、今回の調査では確認できなかった種として、2022
年にミルンヤンマ Planaeschna milnei (Selys, 1883)、2016
年にヒメアカネ Sympetrum parvulum (Bartenev, 1912)も確
認されている（ユーロフィン日本環境株式会社 , 2022）。
これらの種の動向を引き続き注視していくとともに、近
年多発しているナラ枯れや外来種が環境に与える影響に
ついても調査を進める必要があるだろう。
　本調査により、よこはま動物園および周辺の管理され
た水域がトンボ類の貴重な生息環境であることが明らか
となった。今後はこれらの環境を保全しつつ、横浜市北
部全域の保全を視野に、近隣の新治市民の森、三保市民
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の森、県立四季の森公園などとも連携を進めていきたい。
よこはま動物園含め横浜市の動物園が、横浜市の自然史
の記録・普及啓発および緑地保全ネットワークの拠点・
ハブとなるように努めていくことは、近年推進されてい
る動物園と周辺の緑地を活用した地域生物の保全の動向
からみても（Chester Zoo, online; Moss et al., 2023; Roznik 
et al., 2023; 高川 , online）、重要な役割の一つとなってい
くことだろう。
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大磯丘陵におけるモクレイシの繁殖特性

小嶋紀行

Noriyuki Kojima: Reproductive traits of Microtropis japonica in Oiso hills, 
central Kanagawa, Japan

緒言

　
　モクレイシ（Microtropis japonica (Franch. & Sav.) Hallier 
f.）は、ニシキギ科モクレイシ属に属する雌雄異株の常
緑小高木で、日本から台湾にかけて分布している（立石 , 
2016）。日本国内における本種の分布域は、関東南部か
ら伊豆諸島および九州南部から琉球列島を中心とした 2
つの地域に隔離分布しており、これは最終氷期に伊豆諸
島と琉球列島がレフュージアとして機能したことが原因
だと指摘されている（Yamada et al., 2021）。
　このようにモクレイシは分布域が特徴的であることが
知られている一方で、その生理や生態については不明な
点が多い。これまでに日本国内においては、スダジイ林
とタブノキ林、アカガシ林、山頂部の風衝低木林など様々
な植生で見られ（Itow, 1984; 上條ほか , 1999; 小嶋・藤原 , 
2008）、高木林であるスダジイ林（オオシマカンスゲ－ス
ダジイ群集）やタブノキ林（イノデ－タブノキ群集）に
おいて本種は低木層に留まり林冠を構成しないことが報
告されている（村上ほか , 2015）。この他には染色体数に
関する研究（Fukuda et al., 2018）がみられる程度であり、
繁殖様式や生活様式など本種の保全に必要な生態的特性
はほとんど明らかにされていない。
　ところで、一般に木本植物では個体があるサイズを超
えると繁殖を開始し、そのサイズを繁殖開始サイズと呼
ぶ（正木・陶山 , 2011）。このように木本植物における繁殖
は齢ではなくサイズに制限されるため、繁殖開始サイズ
は木本植物の保護および保全において重要な知見となる。
加えて、開花時期や開花期間など開花フェノロジーに関
する情報は、例えば訪花昆虫相（西川・内藤 , 2006）や近
縁種との雑種形成（亀山ほか , 2012）などを検討する際に
重要な情報となるが、モクレイシにおいて開花フェノロ
ジーを定量的に明らかにした例はみられない。さらに林
床の低木種は花粉媒介様式が虫媒で目立たない花を持ち、
種子が鳥散布であることが特徴的であるとされているが
（菊澤 , 1995）、モクレイシについては花粉媒介者だけでな
く花粉媒介様式についても明らかにされていない。
　そこで本研究では、特に開花フェノロジーと繁殖開始

サイズに着目して、モクレイシの繁殖様式の一端を明ら
かにすることを目的とした。

材料と方法

　大磯丘陵の南に位置する羽白山および紅葉山におい
て、2024年 1月から 2024年 4月にかけて野外調査を実
施した（図 1）。羽白山と紅葉山には尾根上にハイキング
コースが設置されており、この一帯はクヌギ、イヌシデ、
コナラ、クスノキ、スダジイ、タブノキなど多様な種が
林冠を形成している。
　このハイキングコース沿いの樹林内で確認した計 77
個体のモクレイシについて、毎木調査と開花調査を行っ
た。毎木調査では樹高 0.3 m以上の個体を対象として、
樹高と地上高 0.3 mの直径（D0.3H）を記録した。一般
的な毎木調査では胸高直径（DBH）が 5 cm以上の個体
が調査対象となることが多いが、モクレイシは胸高直径
が 5 cmに満たない個体が多いため、本研究では樹高が
胸高位置に満たない小さな個体も調査対象として含めた。
各個体の開花調査は、2024年 2月から 2024年 4月にか
けて週 1回程度の間隔で実施し、開花の有無と性別、開
花度を記録した。開花調査では下部の枝は直接目視し、
上部の枝は 8倍の双眼鏡（Nikon MONARCH 7 8x30）と
6倍の単眼鏡（PENTAX VM 6x21 WP）を用いて開花の
有無を観察し、雄株と雌株に分けて記録した。
　繁殖開始サイズは城田ほか（2015）を参考にして、
D0.3Hを説明変数、開花の有無を目的変数としてロジス
ティック回帰分析を行い、ロジスティック回帰が有意で
ある場合にオッズ比が 1（＝繁殖確率が 50 %）となるサ
イズを繁殖開始サイズとして定義した。
　開花量については、山下（2021）による 6段階の開花
度（0：無着花、1：少数の着花あり、2：樹冠に部分的
に着花、3：樹冠の半分程度に着花、4：樹冠に部分的
に着花なし、5：樹冠全面に着花）で記録し、各個体の
開花度の最大値を解析に用いた。加えて、個体サイズと
繁殖への投資量との関係を明らかにするため、D0.3Hを
説明変数、開花度を目的変数としてポアソン回帰分析を

報　告
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図1. 調査位置図 . 破線で囲まれた部分が調査地となる . 国土地理院承認 平14 総複 第 149 号 . 白地図の作成にはフリーウェアの Kenmap 
Ver 9.3（鎌田 , 2024）を使用した .
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図 2. モクレイシの開花個体数の推移 . 図中の記号は，開花個体中の雄株（〇）と雌株（●）を示す．
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行った。
　なお、統計解析は統計ソフト R version 4.0.2（R Core 
Team, 2020）を用いて実施した。

結果

開花期間

　モクレイシの開花個体数の推移を図 2に示す。調査対
象となった 77個体のうち、開花が確認された個体は計
35個体で、雄株が 19個体、雌株が 16個体で、調査を
開始した 2月 18日時点で雄株と雌株の一部で既に開花
が始まっていた。開花のピークは雄株と雌株で僅かに差
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図 3. モクレイシの繁殖に及ぼすD0.3Hと樹高の影響 . 図中の記
号は , 未開花個体（×）と開花個体中の雄株（〇），開花個
体中の雌株（●）を示す．
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図 4. モクレイシの個体サイズと繁殖の有無との関係 . 図中の記号
は、未開花個体（×）と開花個体中の雄株（〇），開花個体
中の雌株（●）を示す．
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図 5. モクレイシの個体サイズと開花量との関係 . 図中の記号は , 
未開花個体（×）と開花個体中の雄株（〇），開花個体中の
雌株（●）を示す．

異が見られたものの、いずれも 3月下旬に開花個体数が
急減し、3月 30日の調査を最後にして雄株と雌株とも
に開花個体が消失した。

繁殖開始サイズ

　モクレイシの個体サイズと繁殖の有無との関係（図 3）
をみると、樹高 3 m以上かつ D0.3Hが 4 cm以上では全
ての個体が開花しており、開花個体は未開花個体よりも
樹高および D0.3Hが大きい傾向が認められた。
　最小開花サイズは樹高 1.02 m、D0.3Hが 0.7 cmの雌株
で、他の開花個体と比べて極端に個体サイズが小さかっ
た。この最小開花サイズの個体を除くと、雄株と雌株は
ともに樹高 2 m、D0.3Hが 2 cm前後から開花し始めてお
り、雌雄で大きな違いは見られなかった。
　さらにロジスティック回帰分析を用いて繁殖開始サイ
ズを求めた結果、D0.3Hが有効な変数として採択され（p 
< 0.001）、D0.3Hが 3.0 cmの時に繁殖開始サイズとなっ
た（図 4）。

開花量

　ポアソン回帰分析を用いて個体サイズと開花度の関係
を調べた結果、D0.3Hが大きくなるほど開花度が高くな
る傾向がみられた（図 5、p < 0.001）。また開花度が 3以
上の個体は、いずれも D0.3Hが 8 cm以上の大型の個体
であった。

考察

開花期間に関わる環境要因

　モクレイシの開花期間は 2月から 3月（立石 , 2016）、
もしくは 3月から 4月（北村・村田 , 1971; 邑田・米倉 , 
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2016）と報告されており、概ね 2月から 4月が開花期間
と考えられている。一方で本研究では開花期間が 2月か
ら 3月末とやや早い傾向であったが、その理由として光
環境などの立地環境の違い（梶山ほか , 2017）や地域間
差（小池ほか , 2012）だけでなく、3月末の気象条件が
影響していると考えられる。本調査地から最も近い辻堂
地域気象観測所における調査期間の気象観測記録をみる
と、3月 29日に最大瞬間風速 29.1 m/sを記録していたほ
か、日最高気温は 3月 30日に 25度、3月 31日に 24.8
度を記録していた（図 6）。このように強風と急激な高
温に晒された結果、3月末の短期間で花が散ってしまっ
た可能性がある。また、本研究では開花の正確な開始時
期を捉えられなかったため、開花に要する温度要求性に
ついては明らかにできなかった。

個体サイズと繁殖への投資配分

　モクレイシの繁殖開始サイズはイタヤカエデ、オオモ

ミジ、ウワミズザクラなどの高木と比べて小さく、小高
木のウリハダカエデや低木のコバノミツバツツジに近い
値であった（表 1）。Shibata & Tanaka（2002）によると、
樹木の最大サイズと繁殖開始サイズとの間には正の相関
があり、低木種は高木種と比べて早く繁殖を開始すると
指摘しているが、これは本研究の結果を支持している。
また、個体サイズが大きくなるにつれて開花量が増加す
る傾向が見られたが（図 5）、ウバメガシでも同様の傾
向が報告されている（山下 , 2021）。このように小高木
であるモクレイシは、高木種と比べて小さな個体サイズ
で繁殖を開始するが、繁殖開始サイズ付近では主に栄養
成長に投資して、D0.3Hが 8 cmを超えるあたりから生
殖成長への投資を増やしていると考えられる。さらに近
藤ほか（2024）は、モクレイシのように耐陰性のある低
木種は光環境よりも樹高の方が繁殖開始に影響している
と報告しているが、本研究では全ての個体が林冠木に被
陰されていたため、光環境と繁殖開始サイズとの関係に
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図 6. 開花調査の期間中の辻堂地域気象観測所における気温（A）と風速（B）の日時変化．
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ついて結論づけることはできなかった。
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表 1. 木本種の繁殖開始サイズ
種名 繁殖開始

サイズ (cm)
測定値 繁殖開始サイズ

の判定方法
出典

高木 エドヒガン 16.1 DBH オッズ比が 1の時 城田ほか (2015)
高木 イタヤカエデ 12.7 DBH Thomas (1996) の方法 Tanaka et al. (2008)
高木 ウワミズザクラ 11.1 DBH オッズ比が 1の時 城田ほか (2015)
高木 オオモミジ 8.0 DBH Thomas (1996) の方法 Tanaka et al. (2008)
高木 カスミザクラ 5.7 DBH オッズ比が 1の時 城田ほか (2015)
小高木 モクレイシ 3.0 D0.3H オッズ比が 1の時 本研究
低木 コバノミツバツツジ（前年非開花） 3.0 地際直径 オッズ比が 1の時 (※ 1) 吉村・相村 (2010)
小高木 ウリハダカエデ 2.4 DBH Thomas (1996) の方法 Tanaka et al. (2008)
低木 コバノミツバツツジ（前年開花） 1.5 地際直径 オッズ比が 1の時 (※ 1) 吉村・相村 (2010)
※ 1 : 本文中の数式から計算した値 .
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ナンヨウハギの相模湾における分布記録
( スズキ目：ニザダイ科 )

如月　迅・成田謙介・和田英敏

Jin Kisaragi, Kensuke Narita and Hidetoshi Wada: Distribution records of 
Paracanthurus hepatus (Linnaeus, 1766) (Acanthuridae) from Sagami Bay, Japan

緒言

　 ニ ザ ダ イ 科 ナ ン ヨ ウ ハ ギ 属（Acanthuridae : 
Paracanthurus）のナンヨウハギ Paracanthurus hepatus 
(Linnaeus, 1766) は、インド・太平洋の熱帯－亜熱帯域
に広く分布し、岩礁・サンゴ礁域に棲息する（Randall, 
2001; 島田 , 2013）。日本国内においては駿河湾から高知
県にかけての本州－四国太平洋岸、八丈島、小笠原諸島、
大隅諸島、琉球列島、および南大東島から記録されてい
る（島田 , 2013; Koeda et al., 2016; 木村ほか , 2017; Nakae 
et al., 2018; Motomura & Uehara, 2020; Motomura, 2023）。
　相模湾における魚類相調査の過程で、相模湾東部にあ
たる房総半島西岸から 2013年 10月から 2024年 10月に
かけて、相模湾南部にあたる伊豆大島北部から 2019年 8
月に、2024年 8月と 11月には相模湾北西部にあたる真
鶴半島において、複数個体のナンヨウハギが採集あるい
は撮影された。近年まとめられた相模湾産魚類目録にお
いて、偶来したものを含む南方系魚類は網羅的にまとめ
られたものの、本種はこれまでに記録されていないため
（本田ほか , 2024）、これらは相模湾における本種の初記
録となる。またこれまでの本種の北限記録は駿河湾北東
部にあたる大瀬崎であり（瀬能ほか , 1997; 島田 , 2013）、
真鶴半島で得られた個体は北限記録となり、南方系魚類
の分布の拡大に関する若干の知見が得られたために報告
する。また、相模湾における出現要因と相模湾での棲息
状況に関して考察した。

材料と方法

　標本の計測方法は Randall (1994)、Johnson (2002)、瀬能ほ
か（2013）および冨森ほか（2019）に従った。計測はノギ
スを用いて 0.05 mm単位で行い、計測値は標準体長に対す
る百分率（%）で示した。造礁サンゴに関する用語は西平・
Veron (1995)に従った。本報告に用いた標本は神奈川県立
生命の星・地球博物館魚類標本コレクション（KPM-NI）に、
写真資料は同館の魚類写真資料データベース（KPM-NR）

に登録した。なお、同館の資料番号は電子台帳上ではゼロ
が付加された 7桁の数字が使われているが、ここでは資料
番号として本質的な有効数字で表した。

 結果

ナンヨウハギ
Paracanthurus hepatus（Linnaeus,1766）

（図 1‒2）

　標本：KPM-NI 82545、体長 26.3 mm、神奈川県真鶴半
島　相模湾西部、水深 8 m、水温 28 °C、手網、2024年 8
月 21日、如月　迅採集。
　写真資料（詳細は表 1 に記載）：真鶴半島：KPM-NR 
255003、エダミドリイシ Acropora pruinosa (Brook,1893)
が優占するサンゴ群集にて如月　迅採集・撮影（KPM-NI 
82545と同一個体）；KPM-NR 255004、KPM-NR 258016、
エダミドリイシが優占するサンゴ群集にて福井瑠栞氏採
集・撮影。伊豆大島北部：KPM-NR 255006、タイハイ
ミドリイシ Acropora effl  orescens (Dana,1846)が優占する
サンゴ群集にて棟方航平氏採集・撮影。房総半島西岸

（館山市坂田）：KPM-NR 256001、エンタクミドリイシ
Acropora cf. glauca (Brook, 1893) が優占するサンゴ群集に
て成田早弥氏撮影；KPM-NR 256002、KPM-NR 256003、
KPM-NR 256014、エンタクミドリイシが優占するサン
ゴ群集にて川端幸雄氏撮影；KPM-NR 256004–256013、
KPM-NR 258015、エンタクミドリイシが優占するサンゴ
群集にて成田謙介撮影。
　分布：本種は日本、台湾、東沙群島、ミクロネシア、
サモア諸島、ライン諸島、ハワイ諸島を含むインド―西
太平洋の熱帯から亜熱帯域に広く分布し（島田 , 2013）、
岩礁・サンゴ礁域に棲息する（益田・小林 , 1994; 
Randall, 2001）。日本国内においては駿河湾（静岡県大瀬
崎）、和歌山県串本、高知県柏島、小笠原諸島、硫黄島、
八丈島、屋久島、種子島、口永良部島、琉球列島（奄美
大島、沖永良部島、与那国島を含む）、および南大東島

報　告
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から記録されていた（島田 , 2013; Koeda et al., 2016; 木村
ほか , 2017; Nakae et al., 2018; Motomura & Uehara, 2020; 
Motomura, 2023）。本研究により相模湾に含まれる房総半
島西岸、伊豆大島北部、および真鶴半島からも記録され、
このうち真鶴半島の記録は本種の北限にあたる。
　同定：本研究で得られた 1標本は背鰭棘が 9本である、
頭長は尾柄高の 3.1倍である、腹鰭が 1棘 3軟条である、
頭部側面の前部が微小櫛鱗で覆われている、尾柄部に折
りたためる 1棘がある、体の地色が青で体側面に 2本の
明瞭な黒色縦帯をもつ、背鰭および臀鰭の外縁が黒色で
縁取られる、尾鰭が黄色で上・下縁に黒色の縁取りがあ
るなどの特徴が益田・小林（1994）、Randall（2001）、島
田（2013）、および吉野（2023）の示したナンヨウハギ
Paracanthurus hepatus (Linnaeus, 1766)の標徴と一致した
ため本種と同定した。真鶴半島産の 1標本の計数・計測
値は以下のとおりである。背鰭鰭条数：IX, 19；臀鰭鰭
条数：III, 18；胸鰭鰭条数：17（左体側）、16（右体側）；
腹鰭鰭条数：I, 3。体各部測定値の体長に対する割合（%）：
最大体高（背鰭起部） 60.5；体幅 15.8；頭長 31.9；吻長 
16.0；眼窩径 12.5；両眼間隔幅 9.5；上顎長 9.7；尾柄高 
10.1；尾柄長 11.4；背鰭前長 41.8；臀鰭前長 55.5；腹鰭
前長 40.3；背鰭基底長 60.8；背鰭第 1棘長 5.3；背鰭第 2
棘長 17.5；背鰭第 3棘長 16.0；背鰭最長軟条長 12.9；臀
鰭基底長 44.1；臀鰭第 1棘長 4.2；臀鰭第 2棘長 8.7；臀
鰭第 3棘長 10.3；臀鰭最長軟条長 10.6；尾鰭長 21.5；胸
鰭長 26.6；腹鰭棘長 11.8；尾柄棘長 5.7。
　また写真資料の個体は上述の標徴を一部確認出来なか

ったももの、体の地色が青で体側面に 2本の明瞭な黒色
縦帯をもつ、背鰭および臀鰭の外縁が黒色で縁取られる、
尾鰭が黄色で上・下縁に黒色の縁取りがあるなどの色彩
的特徴が益田・小林（1994）と吉野（2023）の示したナ
ンヨウハギの幼魚の特徴に一致したことから本種に同
定された。なお、真鶴半島産の 1個体（図 2F: KPM-NR 
258016）については上述の色彩的特徴は写真撮影時には
ごく不明瞭であったものの、光源を用いた水槽での観察
下では同様のものが確認されたため本種に同定された。

考察

　ナンヨウハギの主な分布は熱帯・亜熱帯のサンゴ礁域
であり（Randall, 2001）、これまでの北限は伊豆半島大瀬
崎とされていた（島田 , 2013）。相模湾では 30年以上に
わたり多拠点的かつ集中的な魚類相調査がなされてきて
いるが（例えば林・伊藤 , 1974；Senou et al., 2006；工藤
ほか , 2022；本田ほか , 2024）、本種の記録はなかった。
従って本研究で扱った房総半島西部、伊豆大島および真
鶴半島の標本と写真資料は相模湾における本種の初めて
の記録であり、真鶴半島からの記録は本種の分布の北限
記録を更新するものである。
　ナンヨウハギの最大体長は 200 mmになるが（Randall, 
2001）、本研究にて確認された相模湾産の個体は全長 30–
50 mm程度（図 1, 2）と小型であり、臀鰭上部の体色が薄
く透けているアクロヌルス幼生期（福井ほか , 2014）の直
後と推測される個体もいた（図 2F: KPM-NR 258016）。本

図1. 相模湾から得られたナンヨウハギ Paracanthurus hepatusの鮮時標本写真（KPM-NI 82545、26.3 mm SL）．
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図2. 相模湾から得られたナンヨウハギParacanthurus hepatusの写真資料. A：KPM-NR 256001，房総半島，2013年10月，成田早弥撮影；
B：KPM-NR 256014，房総半島，2013 年 10月，川端幸雄撮影；C：KPM-NR 255006，伊豆大島，2019 年 8月，棟方航平撮影；
D：KPM-NR 256009，房総半島，2022 年 12 月，成田謙介撮影；E：KPM-NR 256012，房総半島，2024 年 2 月，成田謙介撮影；
F：KPM-NR 258016，真鶴半島，2024 年 11月，福井瑠栞撮影．

研究で各個体が記録された時期の水面水温は 16–28 °Cの
範囲内であり、相模湾およびその周辺海域において海面水
温が下がり、最低水温がおよそ 15 °C以下となる 3月以降
の時期には記録が得られていない（気象庁 , online）。多く
の熱帯・亜熱帯性魚類の低温致死限界が 15 °C付近とされ
ていることを考慮すると（瀬能 , 2017）、相模湾の冬季水

温は本種の好適水温および低温致死限界を下回るものであ
り、本種は相模湾では越冬できないものと考えられる。太
平洋沿岸の温帯域では、熱帯、亜熱帯域を分布の中心とす
る魚類の一部が黒潮によって受動的に輸送され、高水温期
に一時的に定着し、冬季の水温低下により死滅することが
知られている（松浦・瀬能 , 2012）。本研究において相模
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2–5個体の少数で確認されており、大きな群れは確認され
ていない。なお、相模湾においてはスミツキトノサマダ
イ Chaetodon plebeius Cuvier, 1831、トノサマダイ Chaetodon 
speculum Cuvier, 1831、ヤリカタギ Chaetodon trifascialis 
Quoy & Gaimard, 1825、ミスジチョウチョウウオ Chaetodon 
lunulatus Quoy & Gaimard, 1825などの造礁サンゴのポリプ
を中心に摂餌する魚類、ゴマハギ Zebrasoma scopas (Cuvier, 
1829)、ヒレナガハギ Zebrasoma velifer (Bloch, 1795)などの
ナンヨウハギと同様に幼魚期に造礁サンゴを逃避行動の
際に利用する魚類も多く確認されているため（益田・小
林 , 1994; Randall, 2001; 吉野 , 2023; 本田ほか , 2024）、相模
湾には造礁サンゴに依存する魚類の着底や生育が可能と
なる環境が出来上がりつつあるものと考えられる。
　2024年 8月に真鶴半島で採集された 2個体のナンヨウ
ハギは、エダミドリイシの枝の 間に逃げ込んだソラスズ
メダイ Pomacentrus coelestis（Jordan & Starks, 1901）の小規
模な群れに混在しており、採集時にはソラスズメダイの
群れに紛れて逃避する行動を見せた。本種の幼魚もソラス
ズメダイとは鮮やかな青い体色や黄色い尾鰭、また体側
などにある黒い模様など類似した体色をしており（吉野 , 
2023）、同程度の体サイズの両種が混成群をつくると一見
して識別が困難になる。この形態や色彩の類似、行動は社
会擬態（social mimicry: Moynihan, 1968; Randall & McCosker, 
1993）の一つであると考えられる。西太平洋に分布するキ
センアカヒメジMulloidichthys martinicus (Cuvier, 1829)は ､
色彩や体型を含めた外観の似るイサキ科の１種 Haemulon 
chrysargyreum Günther, 1859と混成群を形成し､キセンアカ
ヒメジが単独でいた場合に ､逃避のためにこのイサキ科
の１種の群れに逃げ込む様子が確認されており（Krajewski 
et al., 2004; Randall, 2005）、真鶴半島で確認されたナンヨウ
ハギも同様の逃避行動をとったものと推察される ｡ソラ
スズメダイは相模湾において通年的に観察されており（松
岡 , 1962）、このような社会擬態的逃避行動が容易となる

湾で確認された各個体は当歳魚であり、仔魚期に黒潮によ
って輸送された無効分散である可能性が高いと思われる。
　近年になって相模湾で本種が記録された要因として、
黒潮蛇行による相模湾への黒潮の接近により本種仔魚の
受動的輸送の機会が増えたことに併せ、近年の相模湾の
海水温の上昇により、以下に述べる本種の棲息に適した
生息環境が相模湾に形成されていることが考えられる。
近年において黒潮は 2013年に相模湾に接近し、その後
数年間は相模湾から離れた海域を流れ、2017年になって
再び相模湾に接近し、以降はその状況が続いている（美
山 , online a, b）。本種が相模湾で初確認されたのは 2013年
10月に房総半島西岸であり（図 2；表 1）、2019年 8月に
は伊豆大島北部で、2021年 10月から 2024年 10月まで
の夏期～冬期に房総半島西岸おいて、2024年 8–11月に
は真鶴半島においても確認されている（図 2；表 1）。こ
れらの出現状況から、相模湾への黒潮の接近が本種仔魚
の受動的輸送の機会を増やし、ここ数年の相模湾におけ
る本種出現の要因の一つとなっていることが考えられ
る。また本研究において相模湾で本種が確認された時の
海水温は 16–28 °Cの範囲内であることから（表 1）、近年
の相模湾の水温上昇が相模湾に本種の棲息に好適な水温
環境となったことも、本種の相模湾での出現要因の一つ
として考えられる。本種は幼魚期から若魚期において水
深 10 m前後の造礁サンゴ［ミドリイシ属 Acropora (Oken, 
1815)］の中に群れることが知られており（益田・小林 , 
1994）、本研究において本種が確認された棲息環境はエ
ンタクミドリイシ、エダミドリイシなどのミドリイシ類
で構成されるサンゴ群集であることから、近年の相模湾
の水温上昇により造礁サンゴが相模湾に増えたことによ
り、本種の幼魚の棲息に適した環境が形成されているこ
とも出現要因であると考えられる。本研究において相模
湾で確認された本種は全て幼魚期の個体であり、確認さ
れた棲息環境は造礁サンゴの周囲であり、単独もしくは

表１. ナンヨウハギ Paracanthurus hepatus の相模湾における出現記録
日付 確認場所 水深 (m) 水温 (°C) 根拠資料

2013年 10月 7日 房総半島西岸 11 24 KPM-NR 256001
2013年 10月 11日 房総半島西岸 11 22 KPM-NR 256002, KPM-NR 256003, KPM-NR 256014
2019年 8月 26日 伊豆大島北岸 4 27 KPM-NR 255006
2021年 11月 28日 房総半島西岸 12 22 KPM-NR 256004
2021年 12月 21日 房総半島西岸 12 16 KPM-NR 256005
2022年 10月 8日 房総半島西岸 15 24 KPM-NR 256006
2022年 10月 17日 房総半島西岸 15 24 KPM-NR 256007
2022年 11月 5日 房総半島西岸 12 22 KPM-NR 256008
2022年 12月 16日 房総半島西岸 12 19 KPM-NR 256009
2023年 9月 9日 房総半島西岸 15 26 KPM-NR 256010
2024年 2月 8日 房総半島西岸 14 17 KPM-NR 256011
2024年 2月 19日 房総半島西岸 15 16 KPM-NR 256012
2024年 2月 20日 房総半島西岸 15 16 KPM-NR 256013
2024年 8月 18日 真鶴半島 6 28 KPM-NR 255004
2024年 8月 21日 真鶴半島 8 28 KPM-NI 82545, KPM-NR 255003
2024年 10月 31日 房総半島西岸 12 25 KPM-NR 258015
2024年 11月 17日 真鶴半島 6 22 KPM-NR 258016
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ような他の魚類の存在は、ナンヨウハギの今後の相模湾
における定着に寄与するものと考えられる。
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神奈川県城ヶ島で採集されたトゲウミエラカクレケンミジンコ
（新称）（ケンミジンコ目：カクレケンミジンコ科）

元村優介・佐藤宏樹・柚村七々実

Yusuke Motomura, Hiroki Sato and Nanami Yumura: A record of Pennatulicola 
piscatorius Itoh & Kim, 2015 (Cyclopoida: Rhynchomolgidae) collected in Jogashima 

Island, Misaki, Miura, Kanagawa Prefecture, Japan

Abstract: Nine hundred thirty individuals of Pennatulicola piscatorius Itoh & Kim, 2015 (Cyclopoida: Rhynchomolgidae) 
were found on the surface of a sea pen, Pteroeides sp. (Scleralcyonacea: Pennatulidae), collected in Jogashima Island, Misaki, 
Miura, Kanagawa Prefecture, central Japan. To date, Pennatulicola piscatorius has only been recorded in its type locality 
(Yokosuka, Tokyo Bay). We present the second record of Pennatulicola piscatorius. In this study, we report the morphology 
and habitat of the obtained female and male specimens and propose a new standard Japanese name for this species.

緒言

　カイアシ類は小型の甲殻類であり、水深 10,000 mを
超える深海からヒマラヤ山脈の高地までのあらゆる環境
に進出している（Huys & Boxshall, 1991）。特に、水圏環
境において最も種多様性の高い分類群の 1つであるとさ
れ、現在約 15,000種が知られている（Walter & Boxshall, 
online）。その生活様式は多様であり、自由生活性、あ
るいは他種の生物と共生しているグループも存在する
（Huys & Boxshall, 1991）。しかしながら、共生性カイア
シ類を扱っている研究者の不足もあり、その多様性の全
容は明らかになっていない（Ho, 2001）。
　カクレケンミジンコ科カイアシ類は刺胞動物をはじ
め、軟体動物、棘皮動物といった様々な無脊椎動物と
共生するケンミジンコ目カイアシ類である（Boxshall & 
Halsey, 2004）。その中でも Pennatulicola属カイアシ類
は、主に刺胞動物のウミエラ類と共生し世界から 6種が
知られている（Della Valle, 1880; Ummerkutty, 1962; Stock, 
1962; Nair & Pillai, 1986; Itoh & Kim, 2015; Uyeno, 2015 ）。
国内では東京湾産のトゲウミエラ属の一種 Pteroeides 
sp.から得られた標本に基づき記載された Pennatulicola 
piscatorius Itoh & Kim, 2015のみが報告されている（Itoh 
& Kim, 2015）。
　本研究では、2023年 10月に神奈川県三浦市三崎
町城ヶ島の北岸域で採集したトゲウミエラ属の一種
の体表よりトゲウミエラカクレケンミジンコ（新称）
Pennatulicola piscatorius が得られたので形態や寄生状況
について報告する。

材料と方法

　2023年 10月 30日に神奈川県三浦市三崎町城ヶ島の北
岸域（図 1）の潮下帯で実施したスキンダイビング調査に
て、砂泥底に柄部を埋在させたトゲウミエラ類を徒手にて
採集し（図 2A）、99 %エタノールの液浸標本とした。固
定後、トゲウミエラ類の体表に付着していたケンミジンコ
類を全て取り除き、実体顕微鏡下で各個体の成長段階（コ
ペポディド幼体と成体）および成体の性別を判別した。こ
れらの中から成体雌雄各 20個体を無作為に抽出し、形態
に基づき種同定を行った。また、デジタルマイクロスコー
プ（KEYENCE VHX-800）を用いて、上記各 20個体の体
長（頭部の先端から尾 の末端）を測定した。これら雌雄
各 20個体の標本は国立科学博物館の甲殻類標本（NSMT-Cr 
32707–32710）として保管・管理されている。なお、成体
雌 1個体（NSMT-Cr 32707）はラクトフェノール液に浸し
た後にデジタルマイクロスコープ（KEYENCE VHX-800）
を用いて撮影を行い、再度 99 %エタノールに置換した。

 結果

カクレケンミジンコ科
Rhynchomolgidae Humes & Stock, 1972
ウミエラカクレケンミジンコ属（新称）
Pennatulicola Humes & Stock, 1972
トゲウミエラカクレケンミジンコ（新称）

Pennatulicola piscatorius Itoh & Kim, 2015（図 2B‒F）

報　告
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検討標本：NSMT-Cr 32707、1個体（成体雌）；NSMT-
Cr 32708、1個体（成体雄）；NSMT-Cr 32709、19個体
（成体雌）；NSMT-Cr 32710、19個体（成体雄）、トゲウ
ミエラ属の一種に共生、神奈川県三浦市三崎町城ヶ島
（35°08’13.5”N 139°37’17.5”E）、水深 2.0 m、2023年 10月
30日、佐藤宏樹・元村優介採集。
形態および種同定：1群体のトゲウミエラ属の一種から
カクレケンミジンコ科カイアシ類のコペポディド幼体
226個体、成体雌 416個体、成体雄 288個体の計 930個
体が得られた。成体の中から無作為に抽出した雌雄各
20個体は全て以下の特徴を有していた。第 1触角の第 1
節に 4本の刺毛がある（図 2D）；第 1–4胸脚の基節の刺
毛が羽状でない；第 5胸脚は生殖複合節を超えず、外肢
内縁の突起は外肢基部より約 40 %の位置にある（雌の
み）（図 2E）；生殖複合節が角張る（図 2E）；尾 が幅広

い（図 2F）。これらの特徴は Itoh & Kim（2015）の示す
Pennatulicola piscatoriusの形態とよく一致していたため、
本種に同定された。
分布：タイプ産地は神奈川県横須賀市走水沖（東京湾）
であり、原記載（Itoh & Kim, 2015）以来、追加の分布記
録はないため、本報告は Pennatulicola piscatorius の 2例
目の記録となる。
生息環境：検討標本は砂泥底に生息していたウミエラ
類の体表から採集された。このウミエラ類標本（全高
144.8 mm、柄部長 57.5 mm；図 2A）は、固定時の柄部
長が全高の約 2/5（39.7 %）である；軸部の両側には扇
状の葉状体が 33対互生し、その下端の 6対は著しく小
さく軸部背面に回り込むが、左右は接しないといった形
態的特徴を有していた。これらの特徴は今原ほか（2014）
の示すヒメトゲウミエラ Pteroeides cf. tenerum Kölliker, 
1869のものに概ね一致しているが、ウミエラ類の正確な
同定にはポリプや骨片の詳細な観察が必要であることか
ら、本稿では未定種（トゲウミエラ属の一種 Pteroeides 
sp.）とした。
　Pennatulicola piscatoriusはトゲウミエラ類のすべての
葉状体間の 間に付着して生息していた。また検討標本
の生息していたトゲウミエラ属の一種にはウミエラカニ
ダマシ Porcellanella triloba White, 1851が 1個体共生して
いた（図 2A）。
標準和名：Pennatulicola属および Pennatulicola piscatorius
の和名は提唱されていない。Pennatulicola属カイア
シ類はハマサンゴ類と共生している Pennatulicola 
corallophilus Nair B. & Pillai N.K., 1986を除いてウミエ
ラ類と共生していること（Della Valle, 1880; Ummerkutty, 
1962; Stock, 1962; Nair & Pillai, 1986; Itoh & Kim, 2015; 
Uyeno, 2015）、Pennatulicola piscatoriusは原記載と本研究

図1. トゲウミエラカクレケンミジンコ Pennatulicola piscatorius
の記録地点．1：横須賀市走水（タイプ産地：Itoh & Kim, 
2015）；2：三浦市三崎町城ヶ島（本研究）．

種名（宿主） 採集方法 個体数（成体雌＋成体雄＋幼体） 引用文献

Pennatulicola piscatorius Itoh & Kim, 2015
（Pteroeides sp. cf. sparmannii Kölliker, 1869） 釣り 25 + 4 + 0 = 29 Itoh & Kim（2015）

Pennatulicola piscatorius Itoh & Kim, 2015
（Pteroeides sp.） 徒手 416 + 288 + 226 = 930 本研究

Pennatulicola pterophilus (Stock, 1962)
（Pteroeides sagamiense Moroff, 1902） ̶ 50 + 27 + 14 = 91 Stock（1962）

Pennatulicola pterophilus (Stock, 1962)
（Pteroeides sagamiense Moroff, 1902） ̶ 1 + 1 + 0 = 2 Humes（1978）

Pennatulicola pterophilus (Stock, 1962)
（Pteroeides sp.） ̶ 12 + 10 + 0 = 22 Humes（1978）

Pennatulicola robustclavus Uyeno, 2015
（Pteroeides sp.） トロール 24 + 9 + 0 = 33 Uyeno（2015）

Pennatulicola robustclavus Uyeno, 2015
（Pteroeides sp.） トロール 60 + 26 + 0 = 86 Uyeno（2015）

Pennatulicola robustclavus Uyeno, 2015
（Pteroeides sp.） 徒手 59 + 42 + 0 = 101 Uyeno（2015）

Pennatulicola serratipes (Ummerkutty, 1962)
（Pteroeides esperi Herklots, 1858） ̶ 18 + n* + 0 = 18 + n* Ummerkutty（1962）

 表 1.　ウミエラカクレケンミジンコ属カイアシ類の採集方法およびウミエラ類 1群体に共生していた個体数

*雄は採集されているが , 個体数の記述なし .
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図 2. トゲウミエラ属の一種（A）とその体表上から得られたトゲウミエラカクレケンミジンコ（B, D‒F: NSMT-Cr 32707; C: NSMT-Cr 
32708）. A: 腹面観（矢印は葉状体に付着しているウミエラカニダマシを示す）; B: 成体雌の腹面観 ; C: 成体雄の腹面観 ; D: 成体
雌の第1触角（矢印は第1節の刺毛を示す）; E: 成体雌の第 5胸脚および生殖複合節（矢印は第 5胸脚の突起を示す）; F: 成体
雌の尾 （矢印）.

においてトゲウミエラ属ウミエラ類の体表から得られて
いることに因み、標準和名としてそれぞれウミエラカク
レケンミジンコ属（新称）とトゲウミエラカクレケンミ
ジンコ（新称）を提唱する。

考察

　1群体のトゲウミエラ属ウミエラ類からケンミジンコ
類のコペポディド幼体および成体雌雄が得られ、これら
の中から無作為に抽出した成体雌雄各 20個体を種同定
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ているのか不明であるが、少なくともトゲウミエラカク
レケンミジンコは 1群体のウミエラ類に計 930個体と多
数が生息していたため、ウミエラカニダマシによるトゲ
ウミエラカクレケンミジンコへの悪影響はない、もしく
はわずかであると考えられる。
　無脊椎動物と共生関係にあるカイアシ類の知見は未だ
少ない。特にウミエラカクレケンミジンコ類に関する知
見は記載に留まることが多く、非常に限られている。今
後、分布域や宿主範囲、生態などのさらなる知見の蓄積
が期待される。
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したところ、全個体がトゲウミエラカクレケンミジンコ
Pennatulicola piscatorius Itoh & Kim, 2015と同定された。
したがって、検討標本 40個体と共に得られた計 890個
体のケンミジンコ類についても本種であると判断した。
　前述のとおり、1群体のトゲウミエラ類から多数の成
体とともにコペポディド幼体が同時に確認された。よっ
て、本種は少なくともコペポディド幼体から成体にかけ
てトゲウミエラ類の体表上に生息していることが明らか
となった。また、成体における雌の比率は約 59.1 %と
性比が雌に偏っていた。カイアシ類では、性比が雌に偏
っている事例が多数報告されており、その原因として性
間の寿命や死亡率の差の影響（Kiørboe, 2006）、雄が雌に
性転換している可能性（Fleminger, 1985; Svensen & Tande, 
1999）、孵化した時点で性比が偏っている可能性（Burris 
& Dam, 2015）が示唆されている。本種においても雌に
偏った性比が確認されたことから、上記のような何らか
の影響を受けて性比が決まっていると予測される。
　本研究では、トゲウミエラ類 1群体からトゲウミエラ
カクレケンミジンコが 930個体得られた。一方、ウミエ
ラカクレケンミジンコ属カイアシ類に関する先行研究に
おいては、1群体のウミエラ類から得られたカイアシ類
の最大個体数は 101個体である（表 1）。これらの先行
研究と本研究で得られた個体数に大きな差が生じた原因
としては、1）先行研究では釣り、トロールなどによっ
て偶然得られたウミエラ類からカイアシ類が採集されて
おり、引き上げる間に一部の個体が脱落してしまった可
能性（本研究では徒手にて採集し、速やかにウミエラ類
を採集瓶に隔離した）、2）ウミエラ類の洗い出しによっ
て脱落したカイアシ類のみを計数している可能性（本研
究では目視で確認したすべてのカイアシ類をウミエラ群
体上から取り除いた）、3）ウミエラ類の群体ごとに共生
しているカイアシ類の個体数が種内で大きく異なる可能
性、4）ウミエラカクレケンミジンコ類の共生個体数に
年変動もしくは季節変動が存在する可能性、5）ウミエ
ラ類の群体サイズや成長段階によってカイアシ類の共生
個体数が変動している可能性などが考えられる。しかし
ながら、本属のいずれの種についても原記載に加えて追
加の報告例が 1例存在する程度であることから、1群体
のウミエラ類上に共生している本属カイアシ類の個体数
については、さらに多くのウミエラ類を用いた検討が望
まれる。
　また成体雄の中には、交尾相手の確保を確実にするた
めに未成熟な雌を把握する、交尾前ガードを行っている
個体が存在した。これらに関しては、現在研究を進めて
おり、別途報告予定である。
　トゲウミエラカクレケンミジンコが共生していたトゲ
ウミエラ属の一種の体表上にはウミエラカニダマシが 1
個体共生していた。本種はウミエラ類と共生すること
が知られている（Jones, 1959; Sankarankutty, 1961; 三宅 , 
1978）。トゲウミエラカクレケンミジンコとウミエラカ
ニダマシが同じウミエラ類の群体上で互いに影響を与え
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相模湾葉山港にて採集されたニホンベニクラゲ
Turritopsis sp.の出現傾向とその分子系統学的考察
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Occurrence Patterns and Molecular Phylogenetic Study of Turritopsis sp. collected 

from Hayama Port in Sagami Bay

緒言

　ベニクラゲ類 Turritopsis spp. はヒドロ虫綱花クラゲ目
に属し、日本においては、ベニクラゲ Turritopsis pacifi ca 
Maas, 1909、ニホンベニクラゲ Turritopsis sp.、および
チチュウカイベニクラゲ Turritopsis dohrnii (Weismann, 
1883) の少なくとも 3種類が生息するとされている（久
保田 , 2010）。本来ヒドロ虫綱花クラゲ目の多くは、①
受精卵より発生したプラヌラが岩盤等に定着する ②こ
れがポリプとなって成長することでそこから未成熟のメ
デューサが遊離する ③その後成熟したメデューサらが
何らかの方法で交配することでまた受精卵が出来るとい
った流れの生活環を持つ（三宅・リンズィー , 2013）が、
ベニクラゲ類では、一度メデューサとなった個体がシス
トと呼ばれる団子状の形態をとった後に岩盤等に定着し
て再びポリプになるという「生活環の逆転」が生じるこ
とが報告されており、この現象は「若返り」と称され注
目されている（築地新・久保田 , 2003; 久保田 , 2013）。
　また、その独特な生活環から、ベニクラゲ類はその
生態解明をはじめアンチエイジング等を目的とした
様々な研究の対象とされている（Devarapalli et al., 2014; 
Hasegawa et al., 2016; Matsumoto et al., 2019）。なお、これ
らベニクラゲ類は日本各地で確認されているが（Kubota, 
2005）、神奈川県においても江の島周辺の水域でベニク
ラゲが（足立ほか , 2003; Kubota, 2005）、近年ではニホン
ベニクラゲも（寳保ほか , 2018; 山本ほか , 2023）、それ
ぞれ過去複数回に渡って確認されている。
　我々は神奈川県三浦郡葉山町の葉山港において複数年
に渡って調査を行い、ニホンベニクラゲのメデューサの
採集および記録を行ったため、これを報告する。

材料と方法

採集

　神奈川県三浦郡葉山町の葉山港のヨットハーバー桟橋

（35° 17´ 3˝ N, 139° 33´ 56˝ E）（図 1）からプランクトンネッ
ト（直径：25 cm, 深さ：45 cm, メッシュ：100 μm）を水深
3 m 以内において 10 m程度引き回すことで海水ごと採集
を行った。採集した海水を 500 mLボトルに集め、保冷剤
を敷き詰めた保冷バッグ内で約 20 °Cを保った状態で一時
保存した。
　採集物は神奈川県川崎市多摩区に所在する明治大学
生田キャンパス内の研究室に持ち帰り、三宅・リン
ズィー（2013）および峯水ほか（2015）を参照し目視お
よび双眼実体顕微鏡（SZ-6145T, リライオン）を用いて
種同定と記録を行った。なお、この時点において分かる
形態的特徴では、ニホンベニクラゲと形態上酷似して
いるチチュウカイベニクラゲとの判別はつかないため
（Kuriyama et al., 2021）、−80 °Cで凍結保存していた個体
の中から無作為に選出したものをサンプルとして後述の
分子系統解析を行うことにより種同定した。後述の通り、
葉山港で採集した合計 8個体のサンプルで分子系統解析
を行った結果、全てニホンベニクラゲに同定されるもの
であったため、本研究では形態的にニホンベニクラゲと
チチュウカイベニクラゲのいずれであるかの識別ができ
なかった個体（表 2–3および図 2–5において掲載）を暫
定的にニホンベニクラゲとして扱った。また、別途無作
為に選出した個体を対象に、双眼実体顕微鏡と研究用倒
立顕微鏡（ECLIPSE Ti2, Nikon）を用いて形態の観察と
撮影を行った。対象となった各個体には、採集日の日付
に応じた番号と選出順に応じたアルファベット（高倍率
撮影用として選出した個体のみ順番に関わらず「k」）を
組み合わせて個体番号として付けた。撮影は、対象とす
る個体をプラスチックシャーレまたは 96 wellプレート
に海水ごと乗せて行った。
　調査期間は 2019年の 8–10月、2021年の 7–9月、2022
年の 6–9月、2023年の 5–9月、2024年の 5–8月であり、
この間に 2019年は 21回、2021年は 16回、2022年は 9
回、2023年は 11回、2024年は 6回、採集を行った。2024
年においては、デジタル塩濃度計（マリンソルトテスタ , 

報　告



62

Marfied）による表層海水の温度、塩濃度、比重の測定も
行った。なお、全ての採集は、天気が「快晴」「晴れ」「曇
り」のいずれかの日に行い、「雨」の日には行わなかった。
一日に採集した海水量と個体数から、海水 100 mLあたり
の個体数を採集日ごとに求め、これを「採集割合」とした。

分子系統解析

　分子系統解析には 2019年 8月 19日および 2024年 7月
26日に葉山港で採集したメデューサ 7個体（LC849013 
Turritopsis sp. Hayama_2019-1, LC856757 Turritopsis sp. 
Hayama_2024-1, LC856758 Turritopsis sp. Hayama_2024-2, 
LC856759 Turritopsis sp. Hayama_2024-3, LC856760 Turritopsis 
sp. Hayama_2024-4, LC856761 Turritopsis sp. Hayama_2024-5, 
LC856762 Turritopsis sp. Hayama_2024-6）を用いた。比較
対象として、寳保ほか（2018）で採集されたメデュー
サ（LC856756 Turritopsis sp. Hayama_2018-1）と 2019年 10
月 11日に和歌山県白浜町（田辺湾）で採集したメデュ
ーサ（LC849014 Turritopsis sp. Shirahama_2019-1）につい
ても同様に解析を行った。なお、 LC849014 Turritopsis sp. 
Shirahama_2019-1は、葉山港で行った採集と同じく、プ
ランクトンネット（直径：25 cm, 深さ：45 cm, メッシュ：
100 μm）を水深 3 m 以内において 10 m程度引き回すこと
で海水ごと採集を行った。
　2019年に採集したメデューサ（LC849013 Turritopsis sp. 
Hayama_2019-1, LC849014 Turritopsis sp. Shirahama_2019-1）
から、超音波破砕後に NucleoSpin Tissue（Takara）を用い
てゲノム DNAを抽出した。16S-Lプライマー（5’ -GAC 
TGT TTA CCA AAA ACA TA-3’）および 16S-Hプライマー（5’
-CAT AAT TCA ACA TCG AGG-3’） （Ender & Schierwater 2003; 
Zheng et al., 2014）を用いて、ミトコンドリア 16S rRNA
遺伝子の部分配列を PCRにより増幅した。PCR反応は、

TaKaRa Ex Taq®（Takara）を使用し、95 °Cで 30秒間の初
期変性を行った後、95 °Cで 30秒間の熱変性、56 °Cで 30
秒間のアニーリング、72 °Cで 30秒間の伸長を 40サイク
ル繰り返し、最終伸長を 72 °Cで 5分間行った。増幅産物
は 2 %アガロースゲル電気泳動により確認した。さらに、
NucleoSpin Gel and PCR Clean-up（Takara）を用いて精製し、
ユーロフィンジェノミクス社に塩基配列解析を依頼した。
　同様に、2024年に採集したメデューサ（LC856757 
Turritopsis sp. Hayama_2024-1, LC856758 Turritopsis sp. 
Hayama_2024-2, LC856759 Turritopsis sp. Hayama_2024-3, 
LC856760 Turritopsis sp. Hayama_2024-4, LC856761 
Turritopsis sp. Hayama_2024-5, LC856762 Turritopsis sp. 
Hayama_2024-6）および、寳保ほか（2018）で採集された
メデューサ（LC856756 Turritopsis sp. Hayama_2018-1）は、
バイオマッシャーⅡ（ニッピ）およびパワーマッシャー
Ⅱ（ニッピ）で破砕した後、上記と同じ方法でゲノム
DNAを抽出し、PCR増幅、泳動、精製を行い、ユーロフ
ィンジェノミクス社に塩基配列解析を依頼した。ただし、
PCRについては KOD -Plus-（TOYOBO）を使用し、94 °C
で 2分間の初期変性を行った後、98 °Cで 10秒間の熱変性、
56 °Cで 30秒間のアニーリング、72 °Cで 30秒間の伸長を
40サイクル繰り返し、最終伸長を 72 °Cで 5分間行った。
また、泳動は 4 %アガロースゲルを用いて行い、精製に
は QIAquick Gel Extraction Kit（QIAGEN）を使用した。
　以上により得られた 523 bpまたは 524 bpの塩基配列
は、DDBJ/EMBL/GenBankデータベースに登録した（INSD 
Accession Number: LC849013, LC849014, LC856756, LC856757, 
LC856758, LC856759, LC856760, LC856761, LC856762）。分子
系統解析はMEGA11: Molecular Evolutionary Genetics Analysis 
Version 11（Tamura et al., 2021）を用いて実施した。解析に
は、上記で得られた 523 bpまたは 524 bpの配列データと、

図1. ニホンベニクラゲの採集を行った葉山港（国土地理院の GSI Maps を加工）. A: 葉山港の位置 ; B: 採集地点（Aの長方形箇所を拡大）; 
C: 採集を行った葉山港ヨットハーバー桟橋の様子（Bの長方形箇所を東北東から撮影）.
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表1. 分子系統解析に用いた生物種と配列データ

INSD Accession Number Sequence Names in Genbank Resulting Clade Collection Site
LC856757 Turritopsis sp. Hayama_2024-1* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC856758 Turritopsis sp. Hayama_2024-2* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC856759 Turritopsis sp. Hayama_2024-3* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC856760 Turritopsis sp. Hayama_2024-4* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC856761 Turritopsis sp. Hayama_2024-5* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC856762 Turritopsis sp. Hayama_2024-6* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC849013 Turritopsis sp. Hayama_2019-1* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC856756 Turritopsis sp. Hayama_2018-1* Turritopsis sp. Hayama, Kanagawa, Japan
LC849014 Turritopsis sp. Shirahama_2019-1* Turritopsis sp. Shirahama, Wakayama, Japan
LC361124 Turritopsis sp. 2 SN-2018 Turritopsis sp. Shirahama, Wakayama, Japan
LC361125 Turritopsis sp. 2 SN-2018 Turritopsis sp. Shirahama, Wakayama, Japan
EU624375 Turritopsis sp. 2 MPM-2008 isolate Japan 4 Turritopsis sp. Kagoshima, Japan
EU624378 Turritopsis sp. 2 MPM-2008 isolate Japan 7 Turritopsis sp. Shirahama, Wakayama, Japan
EU624379 Turritopsis sp. 4 MPM-2008 isolate BocasdToro Turritopsis sp. Bocas del Toro, Panama
KY315334 Turritopsis sp. 5 LJ-2017 isolate XM1 Turritopsis sp. Xiamen, China
EU624352 Turritopsis sp. 1 MPM-2008 isolate Bocas_2 Turritopsis dohrnii Bocas del Toro, Panama
MH029857 Turritopsis sp. 1 YM-2019 isolate Sp1_YM_Bocas4 Turritopsis dohrnii Bocas del Toro, Panama
EU624350 Turritopsis sp. 3 MPM-2008 isolate Andalucia Turritopsis dohrnii Las Negras, Spain
EU624348 Turritopsis nutricula isolate WHOI_1 Turritopsis dohrnii Woods Hole, MA, USA
EU624360 Turritopsis dohrnii isolate Japan 1 Turritopsis dohrnii Okinawa, Japan
LC577883 Turritopsis pacifica Ibaraki-otsu-1 Turritopsis pacifi ca Otsu, Ibaraki, Japan
EU624385 Turritopsis rubra isolate Tasmania Turritopsis pacifi ca Tasmania, Australia
AM183132 Pachycordyle pusilla － Banyuls-sur-Mer, France
AM183130 Bimeria vestita － Roscoff, France
*印は本研究にて配列解析を実施 .

公開データベース（DDBJ/EMBL/GenBank）に登録されて
いるミトコンドリア16S rRNA遺伝子の部分配列データ（表
1）を使用した。まず、ClustalW（Labarga et al., 2007）を用
いて DNA配列の多重アラインメントを行い、アライン領
域を抽出した。進化系統樹の構築には最尤法を採用し、最
適進化モデルとして選択された Tamura 3-parameter + Gモ
デルを使用した。ブートストラップ検定は 1000回行った。
外群には、Pachycordyle pusilla (Motz-Kossowska, 1905) およ
び Bimeria vestita (Wright, 1859) の配列データ（AM183132, 
AM183130）を用いた。これらの配列は石川ほか（2020）
において Turritopsis rubra (Farquhar, 1895) の再検討に用いら
れた他、Miglietta（2016）においては Turritopsis fascicularis 
Fraser, 1943の種としての妥当性および Turritopsis グループ
内での系統的位置づけについての評価のために、Miglietta 
et al.（2019）においては Turritopsis dohrnii が侵入種である
ことの評価のために、外群として用いられている。

 結果と考察

採集

　採集された対象個体の多くは未成熟（図 2, 3）であり、
傘径・傘高ともに 1–1.5 mm程度で触手の本数も 8–12本
と少なかった。一方、夏後半から秋ごろにかけては稀に
成熟した個体（図 4）も採集することができた。成熟し
た個体は傘径・傘高が 2–3 mm程であり、20本以上の触
手を有していた（図 4）。成熟度に関わらず、4本の放射

管が口柄の根元から傘縁まで傘の内側をなぞるように伸
びており、口柄は黄色く、触手は傘縁に一列に並ぶ形で
存在した（図 2–4）。また、傘に対して真上または真下
の位置から観察すると、放射管と口柄はともに正十字を
描いているように見えた（図 2, 4）。以上の特徴は、三宅・
リンズィー（2013）の「ベニクラゲ属の一種（南日本型）
Turritopsis sp.」や、峯水ほか（2015）の「ニホンベニク
ラゲ」に関する説明並びに画像の情報と一致する。同時
に、峯水ほか（2015）の「チチュウカイベニクラゲ」に
関する記述とも一致した。これらのことから、形態観察
においては「ニホンベニクラゲ」または「チチュウカイ
ベニクラゲ」であるところまで同定が進んだ。ただし、
過去の記録（山本ほか , 2023）や本調査における分子系
統解析の結果から考えると、本調査で採集した個体にチ
チュウカイベニクラゲが含まれる可能性は低い。したが
って、本調査においては分子系統解析を経ていない対象
個体も「ニホンベニクラゲ」と同定されたものとして扱
った。
　2024年における採集現場の表層海水データおよびニ
ホンベニクラゲの採集数を表 2に示す。塩濃度はいずれ
の日においても 35–36 pptとほぼ一定の値を示しており、
採集数に少なくとも直接的な影響は無いことが分かる。
比重においても、数値が 1.026–1.027とほぼ一定であっ
たため、同様のことが言える。海水温については、河村・
久保田（2005）で示されているようなニホンベニクラゲ
の出現期と海水温変動範囲の関連性が覗えるものの、6
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図 2. 採集されたニホンベニクラゲ（双眼実体顕微鏡）. 対象の真上の視点から撮影 .  A: 目盛り= 0.1 mm; B: 20240704_b（採
集日から4日後）; C: 20240704_d（採集日から4日後）; D: 20240726_a（採集日から3日後）; E: 20240726_c（採集日
から6日後）; F: 20240726_a（採集日から6日後）; G: 20240821_b（採集当日）; H: 20240821_c（採集日から9日後）.

図3. 未成熟の葉山産ニホンベニクラゲ（ECLIPSE Ti2, Nikon）. 対象の真下の視点から撮影. 左 : 20230914_k（採集日から5日後）; 
右 : 20230619_k（採集日から3日後）.

図 4. 成熟した葉山産ニホンベニクラゲ（ECLIPSE Ti2, Nikon）. 対象の真下の視点から撮影 . 左 : 20230721_k（採集当日）立面 ; 
右 : 20230721_k（採集当日）平面 .
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表 2. 2024 年の葉山港における表層海水のデータを含めたニホンベニクラゲ採集の結果
採集日 5月 16日 5月 30日 6月 13日 7月 4日 7月 26日 8月 21日
採集個体数 0 0 31 194 280 50
表層海水温 [°C] 19.4 22.9 23.2 28.6 29.2 29.6
表層海水の塩濃度 [ppt] 35 36 35 35 36 35
表層海水の比重 1.026 1.026 1.026 1.026 1.027 1.026

表 3. 2019‒2024 年における5‒10月にかけてのニホンベニクラゲの採集を行った日付を示す表
採集の結果 , ニホンベニクラゲを10 個体以上確認できた日は「10<」, 1‒9 個体確認できた日はその数 , 確認できなかった日は「0」を
記した . 不備により詳細な採集数の記録を残せなかった日は「1<」とした

5月
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

2019年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023年 - - - - 0 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2024年 - - - - - - - - - - - - - - - 0 - - - - - - - - - - - - - 0 -

6月
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

2019年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0 - - - - - - - - - 10< -
2023年 - - - - 0 - - - - - - - - - - - - - 1< - - - - - - 10< - - - - -
2024年 - - - - - - - - - - - - 10< - - - - - - - - - - - - - - - - - -

7月
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

2019年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021年 - - - - - - - - 8 - - - - - - 10< - - - - - - 10< - - - - - - 10< -

2022年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10< - - - 10< - - - 10< - -
2023年 - - 10< - - - - - - - - - - - - - - - - - 1< - - - - - - - - - -
2024年 - - - 10< - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10< - - - - -

8月
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

2019年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10< 10< 10< - - 10< 10< 10< 10< 10< - - -
2021年 - 10< - - 10< 9 - - - - - - - - - - - - 10< 1 - - 10< 9 - 10< 10< - - 10< -
2022年 - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - 10< - 1< - - - - -
2023年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10< - - - - - - - - - -
2024年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 10< - - - - - - - - - -

9月
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

2019年 - - 10< 10< - 1 8 - - 10< - 10< - 10< - 10< - - - 10< - - - 10< - 10< - 8 - - -
2021年 - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - - - - 10< - - - - - - - -

2022年 10< - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023年 - - - - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
2024年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10月
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

2019年 - - - - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2024年 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

月 13日と 8月 21日は採集数の差が 19個体と比較的近
いが海水温には 6.4 °Cもの差があることや、7月 26日
と 8月 21日は海水温の差が 0.4 °Cしかないにも関わら
ず採集数に 230個体もの差があること等を踏まえると、
単純に採集当日の海水温の高低が採集数の変化に一致し
ている訳では無いように思われる。
　調査期間中におけるニホンベニクラゲの採集日および
採集結果を表 3に示した。また、調査を行った葉山港付
近の水域における海水温の変化と採集したニホンベニク
ラゲの採集割合を示したグラフを図 5に、それぞれ示す。
本調査におけるニホンベニクラゲの採集割合は、2019
年 8月 25日の「117 ind / 100 mL」が最も多く、次いで
2019 年 8 月 26 日の「56 ind / 100 mL」、2022 年 6 月 30
日の「51 ind / 100 mL」の順で多かった。いずれも海水
温が連日 0.3–0.6 °Cずつ上昇または下降している日付に
合致しており（図 5）、採集できた個体のほとんどが未成

熟であったことと併せると、ポリプから未成熟個体が遊
離するためのトリガーの一つが、「海水温の急激な変化」
であることが示唆される。緒言で挙げた寳保ほか（2018）、
山本ほか（2023）に加え、本報告を踏まえれば、相模湾
における少なくとも 3ヶ所の港が「ニホンベニクラゲが
出現する場所」になったと言える。
　2021–2024年のデータから、7–8月においては雨天で
なければニホンベニクラゲの採集が可能であることが判
明した。一方、9月においては、2019年では多く採集成
果が見られるものの、2023年では同時期にもかかわら
ず各採集日において 1個体ずつしか確認されておらず、
採集数に大きな違いが見られた。また、6月において
は、2022年では月末で初めて採集することができたが、
2023年および 2024年では中旬頃には採集することがで
き、採集可能な時期の始まりにも僅かに違いが見られた。
　出現時期の変化については、同水域（相模湾内）の他
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のクラゲ類においても報告されているが、その要因につ
いては採集回数や同定精度といった人為的な影響も無視
できないとされており（山本ほか , 2023）、本研究にお
いても同様であると考えられる。一方で、葉山港付近の
水域では、調査期間の 6月後半における温度の上昇率は
年々大きくなっている他、2024年においては確実に海
水温のピークを高めており（図 5）、葉山港周辺水域に
おけるクラゲ類の出現時期に影響を及ぼしている可能性
がある。

分子系統解析

　16S rRNA部分配列の分子系統解析により得た系統
樹を図 6に示した。ベニクラゲ類は大きく 3つのクレ
ードに分かれた。本研究の解析対象である葉山産と
白浜産のニホンベニクラゲ（LC856757 Turritopsis sp. 
Hayama_2024-1, LC856758 Turritopsis sp. Hayama_2024-2, 
LC856759 Turritopsis sp. Hayama_2024-3, LC856760 
Turritopsis sp. Hayama_2024-4, LC856761 Turritopsis sp. 
Hayama_2024-5, LC856762 Turritopsis sp. Hayama_2024-6, 
LC849013 Turritopsis sp. Hayama_2019-1, LC856756 
Turritopsis sp. Hayama_2018-1, LC849014 Turritopsis sp. 
Shirahama_2019-1）は全て、Turritopsis sp. 2 と Turritopsis 

sp. 4 および Turritopsis sp. 5 で組織されている Turritopsis 
sp. クレード（ニホンベニクラゲの属する系統）に含ま
れた。ニホンベニクラゲは有性生殖において卵放出型で
あるが、保育型の Turritopsis pacifi caや Turritopsis rubra
が含まれる Turritopsis pacifi caクレード（ベニクラゲの
属する系統）とは早期に分岐している。Turritopsis sp. 1
および Turritopsis sp. 3は Turritopsis dohrnii クレードに
含まれた。Turritopsis sp. クレードは、生活環の逆転の起
こり易さや形態的特徴、有性生殖において卵放出型であ
る点が類似した Turritopsis dohrnii や Turritopsis nutricula 
McCrady, 1857（チチュウカイベニクラゲの属する系統）
とも分岐しており、独立した進化的系統を形成している
と言える。
　また、Turritopsis sp. クレード内でも分岐が見られ
た。 葉 山 産 の LC856757–LC856762（Turritopsis sp. 
Hayama_2024-1–6）は、他の白浜産 Turritopsis sp. 2 であ
る LC361124 お よ び LC361125（Kubota & Nagai, 2018）
や EU624378（Miglietta & Lessios, 2009）、 鹿 児 島 産 
Turritopsis sp. 2 で あ る EU624375（Miglietta & Lessios, 
2009）とブートストラップ値 98で Turritopsis sp. 2サ
ブクレードに分類された。しかし、葉山産の LC849013 
Turritopsis sp. Hayama_2019-1および LC856756 Turritopsis 

図 5. 葉山港付近の水域における海水温の変化とニホンベニクラゲ採集割合増減 . 海水温は日本気象株式会社（online）にもとづく.
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sp. Hayama_2018-1と、白浜産の LC849014 Turritopsis sp. 
Shirahama_2019-1がブートストラップ値 99で別のサブ
クレードを構成していた。これらの結果は、異なる海域
から採集されたにもかかわらず遺伝的に近縁であること
を示すと同時に、日本近海の Turritopsis sp. クレードが
遺伝的に微細な違いを持つ 2つのグループに分かれる可
能性を示唆しており、これらが進化的に密接な関係にあ
ることが確認された。
　和歌山県白浜町周辺水域では Turritopsis sp. と 
Turritopsis dohrnii が出現することが知られており
（Kuriyama et al., 2021）、本研究で採集された白浜産の

LC849014 Turritopsis sp. Shirahama_2019-1は「ニホンベ
ニクラゲの属する系統」に属していた。チチュウカイベ
ニクラゲの生息域が北上している可能性が挙げられてい
る（Kuriyama et al., 2021）ことから、葉山港においても
引き続きベニクラゲ類の調査を継続する。

図 6. ベニクラゲ類のミトコンドリア16s rRNA 部分配列に基づく系統樹（最尤法）. * 印は本研究にて配列解析を実施 .
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